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宇宙で楽しむ即席麺。
山崎直子 ◉宇宙飛行士

奇跡の始まり。即席麺から宇宙食まで
3分後の愉しみ。
その地で出会う即席麺。
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　明けましておめでとうございます。ご健勝、ご

清栄のうちに新しい年をお迎えのこととお慶び

申し上げます。本年が皆様にとりまして素晴ら

しい一年でありますよう、心よりお祈り申し上

げます。また、旧年中は格別のご高配、ご厚情

を賜り厚くお礼申し上げます。本年もご指導、ご

鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げ

ます。

　東日本大震災からもうすぐ7年となります。毎

年、今年こそは平穏に、一年を無事に過ごせま

すようにと祈ってまいりましたが、残念ながら

毎年、自然災害により甚大な被害が発生してい

ます。被災された方々には心よりお見舞いを申

し上げるとともに、一刻も早い復旧と復興をお

祈り申し上げます。

　昨年、弊社は創立88年を迎えて、55年ぶりに

本社の新社屋を竣工しました。今後、90周年、

100周年と継続的に成長・発展するためには、も

ちろん皆様に喜んでいただける製品とサービス

が大切ですが、安全で災害に強い会社であるこ

とも大事だと考えています。これで将来に向け

ての本社機能の基盤づくりはできたと考えます

が、今後もBCP（事業継続計画）の構築をしっか

りと進めてまいります。

　さて、昨年より、海外では、米国の政治動向

不安、北朝鮮情勢の緊迫化、中国の景気失速懸

念など、予測できない不透明な問題がいろいろ

あって不安定な状況が続いています。また、国

内でも、人手不足や長時間労働、そして子育て

支援の問題など、労働環境の問題が顕在化して

きており、ものづくりの現場でも信頼性を損な

う問題が散見して、日本経済の将来になかなか

安心できない状況が続いています。このように、

海外や国内にいろいろリスクがあって何が起こ

るかわかりませんが、総じて今年の経済見通し

は、主に内需により景気は緩やかに持ち直すと

いう予測です。

　そのような状況の中、弊社は社是の創意工夫

のもと、今年も皆様とご一緒に粘り強く新たな

市場や需要を開拓していきたいと考えています

ので、今後ともご支援ご協力のほどよろしくお

願い申し上げます。

　当社の基幹事業である塗料事業と自動車製品

事業のターゲットは、環境問題、そして関連する

新市場に向けた革新的な新製品の開発と提案に

なります。社会情勢や経済動向、そして基幹技

術が劇的に変革していく中、皆様の一言一言を

大切に、皆様に喜んでいただける新製品のタイ

ムリーな上市とサービスに邁進してまいります。

　本年もいろいろな問題、そして課題に直面す

ると思いますが、弊社一丸となって皆様ととも

にチームワークよくチャレンジさせていただき

ますので、ご支援、ご協力を賜りますよう、よ

ろしくお願い申し上げます。皆様の、ますます

のご繁栄とご健勝をお祈り申し上げます。

ご挨拶

◉代表取締役社長

酒井万喜夫

4

6

10

14

12 NITTOKU NEWS  No.72  2018.1



32 NITTOKU NEWS  No.72  2018.12

日清食品の「チキンラーメン」が生まれて今年でちょうど60年。
以来、即席麺は「お湯を注いで3分間」という手軽さから、
食べたことのない人はいないといえるほど日常食として親しまれている。
日本即席食品工業協会によると、2016年の国内の即席麺の生産量は約56.7億食。
1人あたり年間で44.6食を食べた計算になるという。
麺やスープ、具材などにこだわったものもあり、味の多様さで多くの人を魅了するとともに、
その技術は宇宙食を開発し、無重力空間でもおいしく味わえるようになった。
お湯さえあれば、たった3分で味を楽しめる“奇跡の食品”即席麺を特集する。

3分間の奇跡特集

即席麺の素敵な世界



やまざき・なおこ●1970（昭和45）年、千葉県生まれ。東京大学
大学院航空宇宙工学専攻修士課程を修了。1999（平成11）年
に国際宇宙ステーションに滞在する宇宙飛行士に選ばれる。
2010年にスペースシャトル・ディスカバリーに搭乗し、宇宙に
15日間滞在。日本人女性宇宙飛行士としては向井千秋氏に続
き2人目。現在、内閣府宇宙政策委員会委員、日本宇宙少年団
（YAC）アドバイザーなどを務める。著書に『夢をつなぐ』（角川書
店）、『宇宙飛行士になる勉強法』（中央公論新社）などがある。

　私がNASA（アメリカ航空宇宙局）のス

ペースシャトルで宇宙に行ったのは、2010

（平成22）年4月です。目的はISS（国際

宇宙ステーション）の組み立てと、ISSへ

の物資の補給。その際のロボットアーム

の操作が私の主な任務でした。宇宙飛

行士候補に選ばれてから11年。長い訓

練期間を経てようやく行くことができ

た宇宙、本当に素晴らしい経験でした。

　特に印象的だったのは、窓から見た

地球の日の出。真っ暗な宇宙空間で、地

球の周りの大気層が、太陽に照らされ

た部分だけ虹色に輝いて浮かび上がり

ます。その間わずか数秒。やがて徐々

に地球全体がきれいな青い光に包まれ

ていきます。そこには生命を感じまし

たし、海や大地の色など、地球は想像

以上にカラフルでした。

　ISSは90分で地球を1周するので、45

分ごとに昼と夜を繰り返します。いく

ら外を見ていても飽きませんが、窓に

ずっと張り付いているわけにはいきま

せん。私の宇宙滞在は15日間で、朝か

ら夜まで作業がびっしり。滞在期間中

に2回、3～4時間の自由時間がありま

すが、そこでちょっとした無重力の実

験や遊びをしたり、宇宙飛行士同士で

写真を撮り合ったり、外を眺めたり。非

常に忙しい休憩です（笑）。

　多忙なミッションのなかで、食事は

一番の楽しみでした。宇宙に持って行

けるのはNASA認定の宇宙食。初期の

宇宙食はチューブ入りの離乳食のよう

なものでしたが、開発が進み、今はそ

のまま食べられるものやレトルト食品、

お茶やおやつを含め300種類以上あり、

日本食も約30種ほどあります。

　私が宇宙に行ったのは、即席麺の

「スペース・ラム」が宇宙食に認定された

あと。それまで日本のカレーなどはあり

ましたが、「ラーメンが宇宙食になっ

た！」ということで、醤油味やカレー味

など全種類を持ち込みました。普通の

即席麺とはパッケージも麺もスープも

少し違いますが、お湯を注ぐだけとい

うのは一緒。宇宙で食べた即席麺は、ど

れもとてもおいしかったです。一番の

お気に入りは、とんこつ味かな。

　宇宙では、味覚が少し変わります。血

液や体液が頭の方に移動するため、鼻

づまりのような感覚になり、味覚が鈍

くなります。「スペース・ラム」も地上

では味が少し濃いと感じましたが、宇

宙ではちょうどいいおいしさでした。

　NASA認定の宇宙食以外に“ボーナ

ス食”もあって、個人の嗜好に合わせ、

認定条件を一部免除されたものも持っ

て行くことができます。私は日本の南

極観測隊用に作られた卵焼きや牛肉の

生姜焼き、キンメダイの煮つけ、北海

道産のウニやホタテ、マグロの漬けの

フリーズドライを持って行きました。

　実は、私が行く数カ月前から野口聡

一宇宙飛行士がISSに滞在していて、

日本人が初めて2人同時に宇宙に滞在

するというタイミングでした。せっか

くなので事前に野口さんと相談して、

外国人クルーを招いた手巻き寿司パー

ティーを開こうと、ネタになるものを

お互いに持って行きました。皆さん喜

んで食べてくださいました。意外だっ

たのは、わさびが大人気だったこと。鼻

がスーッと通る感覚が気持ちいいよう

です。ISSに滞在しているロシア人の

中には、タマネギをリクエストする人

も。生でかじって、涙が出るくらいツ

ンとなるのがたまらないのだとか。無

重力での味覚の変化、面白いですね。

　ラーメンやカレーをはじめ、日本の

宇宙食は外国人クルーにも好評です。

ただ、分刻みの作業に追われる中で、食

事時間がきちんと取れるのは夕食だ

け。朝と昼はお湯で戻す時間すらあり

ません。ですから帰還後、宇宙食に関

するブリーフィングで、シリアルバーの

ようなものがあると便利だという提案

をさせていただきました。その後、市

販の大豆バーが宇宙食として認定され

ました。宇宙食は栄養価や衛生面、保

存性などさまざまな観点から研究され、

どんどん進化し、種類も増えています。

　無重力環境そのものにも、どこか懐

かしさを感じ、とても楽しい経験でし

た。水の中と同様に、胎内にいた記憶

が蘇るのかもしれません。考えてみれ

ば、私たちの体も地球も、すべてが星

のかけら。元素でできています。つま

り、宇宙の一部であり、宇宙は大きな

ふるさとです。地球の外に出ることで

地球のことがよくわかったり、結局は

自分自身を見つめることにもつながっ

たりするように思います。

　私は現在、内閣府の宇宙政策委員会

や日本宇宙少年団などさまざまな活動

を通して、宇宙の魅力を広めています。

今はまだ宇宙は特別な場所ですが、い

ろいろな人が行き来できる宇宙旅行時

代が早く来てほしいですね。もちろん

私自身もまた宇宙に戻りたい。その時

は、月まで行きたいと思っています。そ

して、命の輝きに満ちた地球をゆっく

り眺めたいですね。

地球は想像以上にカラフルで美しい 宇宙で味わう即席麺

外国人クルーにも人気の日本の宇宙食

いつか宇宙に戻りたい

宇宙で楽しむ
即席麺。

I N T E R V I E W

◉宇宙飛行士

山崎直子　

ISS滞在時は搬送責任者として、ISSのロボットアームを操作し
て多目的補給モジュール「レオナルド」を接続させ、荷物を運び
込んだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ⒸJAXA/NASA

ISSでの食事。ミッションで忙しく、全員で食事をしたのは2週間
で3回。無重力なので、食べたものは胃全体に広がり、「お腹いっ
ぱい」という感覚になる。　　　　　　　　　　　ⒸJAXA/NASA
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ます。創業時の商品を60年経った今も

売り続けることができるのは、私たち

にとって誇りです」と胸を張る。

　1971年に誕生した「カップヌードル」

は、現在は80カ国以上で販売され、こ

れまでに400億食以上食べられている、

まさに世界食。「カップヌードルは、最

初から海外に目を向けて開発した商品

でした」と言う。その誕生の背景もま

たユニークで、安藤氏の食への強い思

いが引き寄せた出会いの数々があった。

　まず、袋入りの即席麺しかなかった

時代に、カップに入れて販売するとい

う発想。これは、「チキンラーメン」の

海外進出を考えていた安藤氏が、視察

で訪れたアメリカのスーパーで、バイ

ヤーたちが「チキンラーメン」を小さく

割って紙コップに入れ、お湯を注いで

フォークで食べる姿を見たのがきっか

けだった。アメリカには丼も箸もない。

海外展開の鍵は食習慣の壁を乗り越え

ることだと気づき、いつでもどこでも

食べられるものとして、麺を容器に入

れた形での販売を思いついたのだ。

　「特にこだわったのが、片手で持ちや

すい容器の大きさと形状です。社長室

と自宅にさまざまな試作品を置いて、

朝起きてから寝るまで何度も手に取っ

て試したそうです」。そうして最終的

に、手になじむベストなものとして、紙

コップを大きくした形を採用。大きさ

も側面の角度も、今もまったく変えて

いないという。

　最も苦労したのが、麺をカップに収

める方法。輸送中に麺が揺れ動いて崩

れないように、麺をカップの中間に固

定することにしたが、上が広く、底の

方が狭いカップに麺を入れようとする

と、傾いたりひっくり返ってしまう。そ

れを解決したのが、カップに麺を入れ

るのではなく、麺にカップをかぶせる

“逆転の発想”。これにより、確実に麺

がカップに入り、工場で安定した大量

生産が可能になった。

　また、カップの素材には、断熱性に

優れた発泡スチロールを採用すること

に決まったが、当時の日本では珍しく、

鮮魚店などで使われていた程度。その

ため、薄い発泡スチロールの製造と成

型の技術をアメリカから導入し、自ら

容器の製造に乗り出した。出来上がっ

たカップは、店頭では包装材の役目を

　横浜のみなとみらい地区にある「カッ

プヌードルミュージアム 横浜」。2011

（平成23）年のオープン以来、平日でも

大勢の客が訪れ、自分だけの「カップ

ヌードル」作りを体験したり、さまざ

まな展示を楽しんだりしている。外国

人客も多く、中でも多彩な麺文化を持

つアジア圏の人の姿が目立つ。注目を

集める展示の一つが、日清食品の創業

者、安
あん

藤
どう

百
もも

福
ふく

氏が自宅の裏庭に建てた

小屋。世界初の即席麺「チキンラーメ

ン」を研究・開発した小屋を忠実に再

現したものである。日清食品ホールデ

ィングス株式会社広報部の松尾知直課

長に、当時のエピソードを伺った。

　「チキンラーメンの開発にあたり、一

番の壁だったのが“調理の簡便さ”と

“長期保存”を両立させることでした。生

麺は日持ちがしませんし、乾麺はゆで

る時間がかかる。相反する2つを同時に

クリアするのに試行錯誤したそうです」。

　解決の糸口になったのは意外なもの

だった。安藤氏の妻が揚げていた天ぷ

らだ。「油の中で、衣の水分が泡となっ

て一気にはじき出され、油から取り出

した時にはカラッと乾燥している。こ

れだ！とひらめいたそうです。早速、麺

で試したら、パチパチとはじけて浮か

び上がりました。揚げた麺には無数の

小さな穴が開いていて、そこにお湯が

浸透することで茹でたてのような麺に

なったのです。この製法を“瞬間油熱

乾燥法”と呼んでいて、今もこれが油

で揚げる即席麺の原理原則。最も売れ

ているカップヌードルも、この乾燥法

で製造しています」とのこと。天ぷら

から即席麺のヒントを得るとは、なん

ともユニークだ。

　また、簡便さを追求した安藤氏は、ス

ープを別に添えるのではなく、麺に染

み込ませる着味麺を採用。こうして完

成した「チキンラーメン」は、お湯を注

いで3分程度で食べられることから、

1958（昭和33）年の発売当時、“魔法の

ラーメン”と呼ばれた。以来60年、店

頭商品が目まぐるしく変化する現代に

おいても、相変わらず人気商品である。

　松尾さんは「最初にして究極にシン

プルなものを作り上げたからこそ、手

を加える必要性がなかったのだと思い

“魔法のラーメン”誕生は
身近な料理から

食習慣の違いをきっかけに──
 「カップヌードル」

奇跡の始まり。

完成した「カップヌードル」を前にする安
あん

藤
どう

百
もも

福
ふく

氏
（1910～2007）。日清食品創業者で、世界初の即
席麺「チキンラーメン」、世界初のカップ麺「カップヌー
ドル」を発明した。

「カップヌードルミュージアム 横浜」にある、忠実に
再現された「チキンラーメン」を研究した小屋。「カップ
ヌードルミュージアム 大阪池田」にも展示されている。

“包装材”“調理器”“食器”という
3つの役割を担う容器は、陶磁器や
プラスチックなどあらゆる素材を
試した結果、断熱性に優れ、熱湯を
入れて手に持っても熱くない発泡
スチロールを採用（現在は、環境に
配慮した紙製の容器）。また、片手
で持つのにちょうどいい重さとサイ
ズになっており、特にその角度には
こだわった。

麺は、３分という湯戻し時間を計算
した太さで、水分が浸透しやすい縮
れ麺。
また、麺を宙づりにする「中間保持
構造」にすることで底に空間をつく
っている。このことで、熱湯を下か
ら回り込ませ、下の方の密度を低く
した麺の湯戻りを速くしている。
さらに、麺は容器に密着しているた
め、輸送の際も揺れず、形が崩れな
い。麺は容器に対して補強材の役割
も担っており、横からの圧力にも強
くなっている。

 「カップヌードル」のひみつ

具材は合成保存料や着色料を
使用していないエビ、タマゴな
ど。これらは急速に凍結させ、
真空乾燥させる「フリーズドラ
イ製法」で加工されている。長
期間の保存も可能で、味や食
感、形も損なわれず、鮮やかな
色も保たれる。

フタはアルミ製で、通気
性がないため、長期間保
存ができる。口に触れる
容器に不純物が残らな
いよう、接着剤は使用せ
ず、アルミキャップは圧
着される。

日清食品ホールディングス広報部の松尾知直課長。
お気に入りの即席麺を伺うと「仕事柄いろいろ食べま
すが、だいたい1周回って普通のカップヌードルに戻り
ます」。ご自身も「カップヌードル」と同じ1971年生まれ。

容器

具

麺

フタ

即 席 麺 か ら 宇 宙 食 ま で
いまや私たちの生活から切り離せない即席麺。その始まりは60年前に遡る。
当時“魔法のラーメン”と呼ばれた日清食品の「チキンラーメン」がそれである。
その技術は、カップ麺の「カップヌードル」に生かされて世界へと羽ばたき、
さらに宇宙食ラーメン「スペース・ラム」となって宇宙に飛んだ。
それら進化の背景にあるのが、
日清食品創業者である安藤百福氏の
類まれなる探求心と食へのこだわり。
お湯を注げば3分で食べられる――。
奇跡の食品・即席麺の開発から、
その技術が宇宙食に採用されるまで、
その軌跡を追った。

発売当時の「チキンラーメン」のパッケージ（左）。当初の麺の
形状は四角形だったが、袋詰めの際に向きを気にする必要が
ない円形になった。また、2003年からは生卵を乗せるための
「たまごポケット」といわれるくぼみがつけられた（上）。なお、あ
らかじめ麺に染み込ませるスープの味は、西洋でも東洋でも料
理の味の基本とされていることからチキンを選んだという。
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し、お湯を注いで待つ間は調理器具に、

食べる時は器になるという画期的なも

のだった。一方、長期保存のキーにな

るのが密封性。アルミのフタをカップに

熱と圧力で密着させる方法を採用した。

これは、国際便の航空機内で配られた

マカダミアナッツの容器がヒントにな

った。食習慣にとらわれず、いつでも

どこでも食べられるカップ麺はこうし

て完成した。

　「カップヌードル」は世界中で愛され、

「おいしさに国境はない」という思いを

証明した安藤氏だが、夢はさらに宇宙

へと膨らむ。

　2005年、野口聡一宇宙飛行士がスペ

ースシャトル・ディスカバリーに持ち

込んだ宇宙食「スペース・ラム」。これ

が宇宙空間で最初に食べられたラーメ

ンで、JAXA（当時はNASDA：宇宙開

発事業団）とともに開発したのが日清

食品である。

食べると必ずしもおいしいわけではあ

りません」とのこと。というのも、人

間の味覚は無重力環境では鈍くなるの

だそう。そのため「スペース・ラム」は、

スパイシーで濃い味付けがされている。

実際、国際宇宙ステーションからの中

継で野口宇宙飛行士は「地球で食べる

インスタントラーメンの味がびっくり

するぐらい再現されていた」と報告。

山崎直子宇宙飛行士も「おいしかっ

た」と感想を語っている。

　「チキンラーメン」発売から今年で

ちょうど60年。日清食品では年間300

～350種類もの即席麺を開発している。

特徴も時代と共に変化があり、2000年

代後半から2010年代前半にかけて特

に力を注いだのが麺の改良。目指した

のは生麺に近い食感と味だ。初期は製

造のしやすさから細い縮れ麺が定番だ

ったが、技術革新により太くて真っす

ぐな麺も製造できるようになった。最

　その10年以上前の1990年代から、毛

利衛さんや向井千秋さんといった日本

人宇宙飛行士が活躍するようになり、

「宇宙でラーメンが食べたい」という

声が上がっていたという。ちょうど国

際宇宙ステーションの建設が始まった

時期でもあった。日清食品は急遽プロ

ジェクトチームを結成し、JAXAと共

同開発をスタートさせた。このプロジ

ェクトの陣頭指揮を執ったのが、当時

91歳の安藤氏。すでに一線は退いてい

たが、夢だった宇宙食の開発に情熱を

注いだのである。

近は、技術よりも消費者の細かいニー

ズに合わせた商品展開を意識している

という。例えば、普段あまり即席麺を

食べないシニアや女性に向け、少量で

贅沢な具を使った商品や、あえて即席

感をなくしてお椀で食べる商品だ。

　また、世界中に拠点を持つ日清食品

では、それぞれの国や地域で「カップ

ヌードル」を現地生産しており、日本

市場と同じものは他国で販売されてい

ない。インターネット上では、各国の

商品紹介や、食べ比べなども盛んに行

なわれている。

　それにしても、即席麺はなぜ海外に

これほど広まったのか。「創業者がよ

　「人間、どこにいても食が大事という

のが創業者の信条。宇宙に人がたくさ

ん行くようになれば、当然そこで我々

ができることがあると早くから考えて

いたと思います」と松尾さんは語る。

　その宇宙食開発にあたり採用された

のが、やはり「チキンラーメン」で発明

した瞬間油熱乾燥法である。160℃の

油で2分以上揚げ、水分は10％以下に

なるため、食中毒や腐敗の心配がない。

NASAの厳しい衛生基準もクリアできた。

　一方、無重力環境で食べるためには

さまざまな工夫も必要だった。1つは、

精密機器が多い宇宙船内でスープや麺

が飛び散らないための工夫。スープに

とろみを加え、麺はバラバラにならな

いように卵白でコーティングして一口

サイズの俵型に。お湯で戻した後もこ

の形状は保たれる。また、地上よりも

気圧が低く、水は70℃程度にしかなら

ないため、その温度で戻るように生地

の配合や太さも調整した。こうして誕

生したのが「スペース・ラム」だ。

　気になる味は「私も試食しましたが、

宇宙食用に開発しているので、地上で

く言っていたのが、どの国にもおふく

ろの味ともいえるスープがある。そこ

に麺を入れればラーメンはできる。そ

れくらいシンプルなものだから受け入

れられたということでした」。実際、海

外向け商品は現地でマーケティングを

行ない、現地の小麦粉や油や具を使っ

て生産。その土地で暮らす人に合った

商品を開発している。

　日本国内にも、郷土の味を生かした

ご当地麺は数多くある。即席麺はシン

プルで多様なアレンジが利くからこそ、

私たちは新たな味を求め、また飽きる

ことなく食べたくなるのかもしれない。

2005年、ISSで「スペース・ラム」を味わい、宇宙でラーメンを食べた最初の人となった野口聡一宇宙飛行士。「スペース・ラ
ム」の味付けは「カップヌードル」をベースにしており、しょうゆ味、みそ味、カレー味のほか、野口宇宙飛行士からのリクエ
ストでとんこつ味を加えた4種類が提供された。宇宙食用にさまざまな工夫が加えられているが、ベースの技術はチキンラー
メンで発明された瞬間油熱乾燥法。なお、「スペース・ラム」の「Space」は宇宙空間、「Ram」はラーメンの意。ⒸJAXA/NASA

宇宙でもラーメンを食べたい──
「スペース・ラム」 ニーズを見据えて──

これからの即席カップ麺

　日清食品ホールディングス株式会社では、創

業者・安藤百福の「子供たちに発明・発見の大切

さを伝えたい」との思いを受け継ぎ、横浜市と、

インスタントラーメン発祥の地である大阪府池

田市に「カップヌードルミュージアム」を開設し

ている。

　いずれも安藤百福の「クリエイティブシンキ

ング＝創造的思考」を、見て、触って、作って、

食べる、大人から幼児まで一緒に遊んで楽しめ

る「体験型ミュージアム」で、チキンラーメンを

手作りする体験工房「チキンラーメンファクトリ

ー」や、オリジナルカップヌードルを作れる体験

工房「マイカップヌードルファクトリー」がある。

　また、横浜には世界8か国の麺類が屋台形式

で味わえる「NOODLES BAZAAR ーワールド

麺ロードー」などが、大阪池田には、安藤百福が

残した「語録」や、数々の勲章・表彰状や愛用し

ていた品々を展示し、安藤百福の軌跡を紹介す

るコーナーがある。

日清食品は「スペース・ラム」後も宇宙食を開発し
ている。2008年には、土井隆雄宇宙飛行士が「う
どん」「そば」「焼き鳥」（写真）のほか、「いなり寿
司」「お好み焼き」をスペースシャトルに搭載して
出発した。いずれも即席麺で培った技術が応用され
ている。

パッケージされた「スペース・ラム」。上
がしょうゆ味で、下がとんこつ味。NA 
SA仕様では、トレーに固定するための
マジックテープが裏面についている。

即席麺を体感できる
「カップヌードルミュージアム」 

少しだけ食べたいときや、食事にもう一品加えたいときにちょうどいい
「お椀で食べるシリーズ」と、贅沢なスープが特徴の「カップヌードル リ
ッチ」シリーズ。

●カップヌードルミュージアム 大阪池田
　大阪府池田市満寿美町8-25
　☎072-752-3484
　開館時間／9:30～16:00（入館は15:30まで）
　入館料／無料
　休館日／火曜日（祝日の場合は翌日が休館日）、
年末年始

●カップヌードルミュージアム 横浜
　神奈川県横浜市中区新港2-3-4
　☎045-345-0918
　開館時間／10:00～18:00（入館は17:00まで）
入館料／500円（高校生以下は無料）
　休館日／火曜日（祝日の場合は翌日が休館日）、
年末年始
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るにあたり注目したのが、そのカップ

麺を使った日本の“コト体験”です。お

客様自身がラーメンタワーから取り出

して、トッピングを選んで自分好みに

アレンジして食べる。特に海外のお客

様に喜んでいただけるのではないかと

考えました」とのこと。家電や化粧品

販売などで訪日外国人に人気の会社な

らではのユニークな発想が、オープン

の背景だ。店のロゴマークも、赤い丸

に箸がデザインされ、日本らしさがシ

ンプルに表現されている。

で定評のある渡辺製麺から仕入れてお

り、しっかりと弾力があってツルツル。

カップ麺として提供されているのは唯

一ここだけという。具材はチャーシュ

ー2枚、ウズラの卵、メンマ、ネギ。味

はしょうゆ、みそ、とんこつの3種類で、

あっさりとしながらもコクがあるのは、

隠し味にラードが使われているため。

社内で何度も試食を重ね、個性よりも

万人に好まれるおいしさを追求したと

いう。「この自家製カップ麺とラーメ

ンタワーのディスプレーで、今後チェ

　白を基調にした明るく広々とした店

内に、ひときわ目を引く数台の陳列棚。

全国のご当地カップ麺を銘柄ごとに積

み上げた“ラーメンタワー”である。タ

ワーの中には、北海道から九州まで実

に54種類。「函館海鮮塩ラーメン」や

「富山ブラック」、「近江ちゃんぽん」、

「鹿児島焦がしねぎ入りとんこつラー

メン」など、普段見慣れないものが多

く、つい見入ってしまう。食べたいも

のをタワーから取り出してカウンター

で会計を済ませたら、あとはテーブル

席でゆったりいただくシステムだ。

　ここは、2017（平成29）年7月に千葉

ポートタウンにオープンしたカップ麺

専門レストラン「3minutes kitchen」。運

営しているのは、免税チェーンの大手

企業だ。オープンの経緯を山中泰司店

長にうかがうと、「カップ麺は日本が

世界に誇るインスタント食品。インバ

ウンドに強い当社が、新規事業を始め

　カウンターにはトッピングのショー

ケースがあり、中にはチャーシューや

自家製そぼろ、シュリンプ、フライド

オニオン、チーズ、コーン、バターな

ど。好きなものをオーダーすればスタ

ッフが麺の上に乗せて、お湯を注ぎ、砂

時計と共に渡してくれる。テーブルに

着いて、砂時計が落ちるのを待つ時間

もなんとなく新鮮だ。

ーン展開を目指しています」と山中店

長は気合が入る。

　もともとカップ麺が特別に好きでは

なかったという山中店長。しかし、

「3minutes kitchen」を始めるにあたり、

さまざまな種類のカップ麺を味わい、

地方に行った際は地域限定品もしっか

りチェック。「正直、カップ麺のクオリ

ティーの高さに驚いています。麺は油

で揚げるタイプとノンフライの2種類

　3～4分後、出来上がってふたを開け

ると、立ち上る湯気の中からフレッシ

ュなトッピングが現れ、少し贅沢な気

分に浸ることができる。トッピング選

びに迷ったら、ラーメンタワーに貼ら

れたスタッフのおすすめコメントを参

考に。いつもと違った空間でいただく、

珍しいご当地カップ麺、ひと味違った

おいしさである。

　「3minutes kitchen」のメニューには、

独自に開発した自家製カップ麺も並ぶ。

使っている麺は、そばやラーメンなど

カラフルなラーメンタワーから
食べたいカップ麺を選ぶ

多彩なトッピングから
好みを選ぶ楽しみ

技術も味も栄養も
時代とともに進化している

3分後の愉しみ。

広々としてオシャレで清潔な店内に、テーブル席が
60席。平日はカップ麺をスタッフがテーブルまで運
んでくれ、土日は客がセルフで行なう。ラーメンタ
ワーの54種類のご当地カップ麺のほか、「自家製カ
ップ麺」などを合わせた全57種類を販売。

店長の山中泰司さん。「3minutes kitchen」オ
ープンにあたり、飲食店勤務経験があり、調
理師免許や食品衛生責任者の資格を持つ
山中さんが店長を任された。オープンから
半年、カップ麺の味のクオリティーの高さ
や製造技術の進化に驚いているという。

場所を選ばず、すぐに食べられる手軽さが魅力のカップ麺。
そのカップ麺をあえて提供しているレストランがある。
店名はずばり「3minutes kitchen」。
全国のご当地カップ麺がスタイリッシュにディスプレーされ、
トッピングでプラスアルファの楽しみも用意されている。
これまでにない、ちょっと贅沢で楽しいカップ麺の世界を体験した。

トッピングだけでなく、ごまラー油、黒酢、オリーブ
オイル、煮干粉末など無料の調味料も多彩。カップ麺
を最大限に楽しんでほしいという思いが伝わってくる。

トッピングはチャーシューやシュリンプ、肉そぼろ、ツナ、ネギ、うずら卵、バターなどがあり、各50円。スタッフ
がカップ麺にトッピングを乗せ、お湯を注いでくれる。カップ麺以外にも「自家製ミニチャーシュー丼」（250円）、「自
家製ミニ肉そぼろ丼」（250円）、「カレー」（200円）、「自家製オニオンチーズスープ」（120円）などがある。

お湯を注いだカップ麺は、砂時計と一緒に渡される。
砂時計は緑が3分、オレンジが4分、水色が5分と色分
けされている。写真は「自家製カップ麺」みそ味（298円）
にシュリンプやコーンをトッピングしたもの。麺は生麺
のようにツルっとして弾力があり、スープもおいしい。
※現在、写真のチャーシューは変更になっています。

カップ麺がディスプレーされたラーメンタワー。食べたいものを自分
で取り出し、カウンターに持って行く。商品の説明書きやスタッフの
おすすめトッピング情報もあり、選びやすい。
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ップ麺もとんこつ醤油などの濃い目の

味で、かつ細麺のものがよく売れます」。

　客層は、子どもから60代くらいまで

と幅広く、外国人の姿も。食事時には

ライスや丼ものとのセットが好評で、

ドリンク類もあるので食後はそのまま

カフェとして利用する人も多いという。

また、レストランでありながら、1食

150円からという低価格。お小遣いで

も食べられるため、平日は部活帰りの

ーなスープパスタのようになって、す

ごくおいしいですよ。残ったスープは

捨てないで、ご飯、ベーコン、チーズ

などと一緒に煮込めば、調味料いらず

で本格的なリゾットになって、二度楽

しめます。他にも、そば茶とか昆布茶、

トマトジュースなんかに合うカップ麺

を見つけるのも楽しいと思います。手

軽さが魅力のカップ麺ですが、調理法

がシンプルだからこそ、トッピングや

が、店内の商品はすべて持ち帰りが可

能。外国人客には、パッケージに地名

が入ったものがお土産として人気だそ

うだ。

　また、自宅でカップ麺を食べる時の

アレンジも教えていただいた。「私が

近頃ハマっているのが、お湯の代わり

に無調整豆乳を入れる食べ方。特に、み

そ味や辛いタンタンメンと相性が抜群

です。熱々の豆乳で作ると、クリーミ

中高校生、土日はスポーツや塾帰りの

小学生の団体も多いそう。ひと昔前の

駄菓子屋のような場なのだろう。みん

なでワイワイとコミュニケーションを

楽しむのに役立っているようだ。

　自家製カップ麺はイートインのみだ

スープでひと手間加えて自分流に楽し

んではいかがでしょう」と山中店長。

　カップ麺の世界がさらにグッと広が

った。

が基本ですが、製麺の仕方でお湯の浸

透率なども変わってきます。技術はどん

どん進化していて、その上でおいしくな

っている。最近はカルシウム入りなど栄

養バランスを考えたものも増えていま

す」と、その奥深さに感心する。

　カップ麺の味にも流行があり、街中

の人気ラーメン店と同じ傾向があるの

だとか。「最近は“家系ラーメン”が人

気ですが、やはりその影響からか、カ

アレンジ次第で広がる
カップ麺の世界

●3minutes kitchen
　千葉市中央区問屋町１-50 千葉ポートタウン1階
　☎043-307-6810
　営業時間／10：00～21：00
　休日／千葉ポートタウンの休日と同じ

マルタイ
黒マー油
とんこつ熊本ラーメン

ヤマダイ
凄麺
京都背脂醤油味　

エースコック
勝浦タンタンメン

ヤマダイ
ニュータッチ
竹岡式らーめん　

ヤマダイ
凄麺  鶏しおの逸品　　

ヤマダイ
凄麺
青森煮干中華そば　

ヤマダイ
凄麺  富山ブラック　　　　 マルタイ

高菜ラーメン
（とんこつ味）

日清
行列のできる店のラーメン
和歌山　　

渡辺製麺
弟子屈  味噌

渡辺製麺
弟子屈  魚介絞り醤油味

食欲をそそる「味」と「香り」が特
徴の2種類のニンニクを絶妙にブ
レンドしたパンチのある豚骨スー
プ。熊本ラーメンの特徴である、風

豚の背油に九条種ねぎをたっぷ
り使用することでスープの旨み
が増している。

B-1グランプリでも話題の千葉
県勝浦市ご当地グルメ『勝浦タ
ンタンメン』の味わいが楽しめ
るカップ麺。鶏ガラと鰹ベース
のしょうゆスープに、たっぷりの
ラー油が浮かんだ見た目からイ

竹岡ラーメンの元祖「梅乃家」店
主様の推奨品。

名古屋コーチンの鶏の旨味が凝
縮された淡麗系スープが特徴。 地元青森のワダカンの本醸造し

ょうゆを使用。旨みギッシリの東
北の味を再現している。

真っ黒なスープが特徴の「富山
のご当地ラーメン」を再現。

ピリッと味わい深い九州産真空
パック詰め辛子高菜付きの本格
的な高菜ラーメン。コシのある細
麺で、スープはポークエキスをベ

ノンフライ麺にスープはとんこ
つと鶏ガラを煮込み野菜の旨み
をプラスした濃厚感のある和歌
山風しょうゆとんこつ味。

北海道産小麦100％使用したモ
チモチした氷結乾燥ノンフライ
麺に道産大豆、道産米を原料に
した粒味噌使用。北海道ならで
はの贅沢なカップ麺。

北海道産小麦100％使用したモ
チモチした氷結乾燥ノンフライ
麺に、魚介の旨味の特製エキス
を魚だしのスープにギュッと閉
じ込めた、特製しょうゆカップラ

味の強いニン
ニクを油で黒
くなるまで炒
めてすり潰し
た特製黒マー
油付き。

ンパクトのあ
るスープ。

ースにした奥
深い味わいの
とんこつ味。

ーメン。

1位 7位

5位

11位

3位 9位

4位
10位

2位
8位

6位

熊本 京都

千葉

千葉

名古屋 青森

富山 長崎

和歌山 北海道

北海道

●おすすめトッピング＝
　フライドオニオン

●おすすめトッピング＝
　肉そぼろ

●おすすめトッピング＝ツナ ●おすすめトッピング＝
　フライドオニオン

●おすすめトッピング＝バター ●おすすめトッピング＝ツナ

●おすすめトッピング＝
　ツナ

●おすすめトッピング＝ツナ

●おすすめトッピング＝シュリンプ ●おすすめトッピング＝ツナ
●おすすめトッピング＝
　油揚げ

北は北海道、南は沖縄まで、54種類のカップ麺をそろえている
3 minutes kitchen。いずれも店長の山中泰司さん自らが厳選
した、各地で人気のカップ麺ばかり。その中から、売れ筋のカ
ップ麺を紹介する。

3minutes kitchen

ご当地カップ麺
売れ筋ランキング
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争と協調の50年』）。しかしその多くは

零細であったため価格競争に耐えられ

ず廃業や合併・吸収により急速に淘汰

され、1970年頃までに残ったのは全

国規模の大企業と各地方に数社が残る

中堅企業だけになってしまった。販売

力に劣る後者はもともと営業範囲が狭

い地域に限定される中、地元の人々に

愛される即席麺を細く長く作り続けて

いるのである。

　　　　＊　　　　　　　＊

　以下、古くから存在する販売地域が

限定される即席麺で、現在でも購入可

能な製品を紹介しよう。

●沖縄、九州
　まず沖縄にはオキコが味付け袋麺の

ちゃん」で豚骨味を全国に認知させ、

のちに九州中心の販売となる。日清食

品や東洋水産などの大手企業も九州限

定の製品を各種販売している。

●四国、近畿、北陸、東海
　四国は徳島製粉の「金ちゃんラーメ

ン」や「金ちゃんヌードル」などの金ち

ゃんシリーズが有名で、これらは四国

だけでなく西日本全般で流通している。

しかしその反面関東以北の人にはほと

んど知られていないブランドである。

　大企業では明星食品が古くから「チャ

ルメラ新味」を四国限定で販売している。

　近畿圏では兵庫のイトメン「チャン

ポンめん」が有名。この製品も関西以

北では知名度が低いが、なぜか北陸で

　店舗のラーメンが地域によって様々

な味わいを持つのと同様に、即席麺の

世界もその地へ行かなければ入手しに

くく希少性の高い製品が存在する。普

段コンビニ等で見かける即席麺は製品

のサイクルが速くて一部の定番商品以

外は目まぐるしく製品が入れ替わるが、

これとは対照的に販売地域が限定され

た即席麺は、昭和の雰囲気を残したま

まあまり変化をしないものが多い。

　即席麺は1958（昭和33）年に日清食

品がチキンラーメンを発売して大ヒッ

ト。その将来性に多くの企業が飛びつ

いて1965年には360社を超える企業が

参入するほどの過当競争になった（一

般社団法人日本即席食品工業協会『競

だ」を発売する。

　佐賀のサンポー食品も棒状ラーメン

から始まり油揚げ麺も各種販売してい

たが、大ヒットとなったのがカップ麺

の「焼豚ラーメン」である。

　熊本には五木食品（旧住尾製麺）が

棒状の「アベックラーメン」を発売し

てロングセラーになっている。

　かつて九州には即席麺を作る会社が

たくさんあったのだが多くは淘汰され

てしまった。上で紹介した以外には福

岡の栗木商店や江崎製麺（「福島ラー

メン」が販売中）、鹿児島のヒガシマ

ル（兵庫のヒガシマル醤油とは別組

織）などが現存する。

　大企業ではハウス食品が「うまかっ

「オキコラーメン」を発売している。こ

の会社はかつて様々な製品を販売して

いたが1998（平成10）年に即席麺製造

から撤退。しかし2006年にミニサイ

ズの4個パックという形態で復活を遂

げた。

　また、東洋水産と明星食品がそれぞ

れ袋とカップの「沖縄そば」を販売し

ている。

　九州は福岡のマルタイ（当時は泰明

堂）がチキンラーメン誕生の翌年に棒

状ラーメンの「マルタイラーメン」を

発売。その後九州ではこの棒状ラーメ

ンが根付くことになる。マルタイラー

メンは味のバリエーションを拡張する

のと並行して油揚げタイプの「これ

高い人気を博しているのが興味深い。

　中京地区では愛知の寿がきや食品が

大手で、「みそ煮込」「本店の味」などは

愛知県外で稀に見掛けることができる。

　会社の規模は小さいが「キリンラー

メン」の小笠原製粉、「ポンポコラー

メン」の山本製粉も昔ながらの製品を

販売している。

　静岡では東洋水産が「ハイラーメン」

という古くからある製品を今なお販売

し続けている。

●甲信越
　甲信越地方では長野の信陽食品が

「ポンちゃんラーメン」シリーズを出し

ている。テーブルマークは長野県限定

で「ホームラン軒信州みそ仕立て」を販

マルタイ（福岡県）
これだ

サンポー食品（佐賀県）
焼豚ラーメン

五木食品（熊本県）
アベックラーメン

徳島製粉（徳島県）
金ちゃんラーメン

徳島製粉（徳島県）
金ちゃんヌードル

明星食品
チャルメラ新味

1967年の販売。棒ラーメンのマルタイラーメ
ンがヒットした後、一般的な油揚げ麺の市場
に参入した製品が本品。まだ豚骨味の即席麺
というものが無い時代なのでこれは醤油味。

1978年の発売。九州ラーメンに慣れていない
本州以北の人が食べることを想定していないよ
うな強い豚骨臭が特徴。ハート形の焼豚は薄
いけれども大きく、別添で紅生姜も付いている。

1960年の発売。名前は2食入りのため2人一
緒に食べるということに由来する。マルタイ等
他の棒状ラーメンとは違い一把ずつ束ねていな
いので1人分だけ作る時は分けるのに気を遣う。

1968年の発売。屋台とおじさん（金ちゃん？）の
イラストは発売当時から変わっていない。明星
食品チャルメラおじさんのイラストが時代とと
もに洗練されてきたのとは対照的。

1973年の発売。昭和時代にはよく見かけられ
た二重構造の断熱カップを今でも使い続ける
唯一の会社である。縦型カップなのにスープと
かやくが別添なのも珍しい。

1978年の発売当初から一貫して四国のみで
販売される製品である。普通のチャルメラしょう
ゆと比べてスパイスが調味油に変わり、メンマ
と胡麻の風味が強調される。

オキコ（沖縄県）
オキコラーメン

ハウス食品
うまかっちゃん

ハーフサイズの麺が4個パックになっている。
チキンラーメンのように麺に味が付いており、
お湯を注いでも鍋で煮ても作れる。現在は観
光土産としての位置付けのようだ。

当初は九州のみの販売だったが、一時期全国
でも販売されて、とんこつ味のラーメンを一般
化させた立役者。たくさんの味のバリエーショ
ンがあり、夏季にはつけ麺も追加される。

その地で
出会う
即席麺。
山本利夫　◉即席麺コレクター

沖縄 九州 九州 九州

九州 西日本 西日本 四国

やまもと・としお●1960（昭和35）年生まれ。幼い頃から即席麺の魅
力に目覚め、大学在学中より袋やフタの収集を始める。現在まで、
6,000種類以上の即席麺を食してきた。それらのデータを記録・採点
するWebサイト「i-ramen.net」での情報公開のほか、YouTubeへの調
理動画の投稿なども精力的に行なっている。著書に『即席麺サイクロペ
ディア〈1〉カップ麺 2000年編』『即席麺サイクロペディア〈2〉世界の
袋麺編』（ともに社会評論社）、『日本懐かし即席めん大全』（辰巳出
版）などがある。　http://i-ramen.net/
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売している。

　新潟限定発売品としてはエースコッ

クがコシヒカリの米粉を麺に混ぜ込ん

だ「うまさぎっしり新潟」というシリ

ーズを近年投入してきた。

●東北
　東北地方は東洋水産が袋ラーメンの

「しょうゆラーメン」「塩ラーメン」「み

そ味ラーメン」を販売している。同名

の北海道限定版とよく似たパッケージ

であるために見分けが付きにくい。ま

たかつては全国販売されていた「焼そ

ばバゴォーン」も現在は東北地方限定

であり、多くの味のバリエーションを

持っている。

　エースコックはカップ麺創世記の頃

からある製品の「シュリンプヌード

ル」「カレーヌードル」を現在は東北

地方限定品として販売している。

●北海道
　北海道では地元企業としてノンフラ

イ袋麺の菊水と藤原製麺という会社が

あるが、最近は全国で主力製品を購入

ができるようになってきた。

　ヱスビー食品の「ホンコンやきそば」

はかつては全国発売で立川談志氏がチ

ャイナ服を着てTVコマーシャルに出て

一世を風靡したが、現在は北海道（と

宮城県と大分県の一部）のみの販売。

　東洋水産は北海道限定品が多い。袋

麺では「ダブルラーメン」2食入りとい

う珍しい形態で根付いており、袋焼そ

ばの「やきっぺ」は北海道らしい甘くて

濃い味付けのソースが特徴。カップの

「やきそば弁当」は麺を湯戻しした残り

湯でスープを作れて多くのバリエーシ

ョンがある。「激めん」はワンタン入り

カップ麺。

　エースコック「大吉」はおみくじ付

きのカップ麺で、当初全国販売だった

ものが平成になった頃から北海道限定

品になっている。

　　　　＊　　　　　　　＊

　こうして見ると、大手企業ではかつ

て全国販売していた製品を、需要の高

い地域だけに絞って販売を継続するケ

ースが多い。一方で、サンヨー食品「ア

ラビヤン焼そば」は当初全国販売して

いたものが「サッポロ一番ソース焼そ

ば」の登場に伴い千葉県と南茨城の限

定販売となり30年経過したものが近

年再び全国販売に戻すという逆転劇が

あった。現在の地域限定品も人気に火

が付けば全国展開される日が来るかも

しれない。

　　　　＊　　　　　　　＊

　私は物心がついた頃から袋の即席麺

をよく食べてきて、小学校の高学年に

なる時期には自らの手で鍋と箸を持ち

調理をするようになっていた。そしてち

ょうどその頃に初めてのカップ麺である

日清食品のカップヌードルが登場。即席

麺への興味がますます増していく。中

学高校の頃は深夜放送を聴きながらカ

ップ麺をすする日々が続いたものだった。

　車の免許を取ると行動範囲が広がり、

ある日旅先でふと小さな乾物屋に入っ

た時、今までに見たことがない即席麺

に遭遇。自分の生活する関東圏にある

ものとは全く違う即席麺の世界がある

ことに気付いたのである。その後は旅

行へ行くと必ず現地のスーパーへ寄る

ようになり、次第にそれが目的となっ

てしまった。当時はまだインターネッ

トを使った情報収集や通販などが無い

時代で、地域限定の即席麺を収集する

には足を使って捜しまわる他に方法が

なかったのだ。

　忘れもしない体験は、就職した年の

夏休み。車で関門トンネルを抜けて初

めて九州へ上陸し、その直後にスーパ

ーに入ると、即席麺売場を見た瞬間思

わず絶句した。「宝の山だ…」。そこに

ある多くが今までに見たことも無い即

席麺。マルタイ、サンポー食品、住尾

（現五木食品）等々。もちろん全国規模

の大手メーカー製品も置いてあるのだ

が、関東圏では売っていない製品が並

んでいる。私は気が付いたら一杯の買

い物カゴを両手に持っていた。

　しかし、このような旅行へ出かけて

珍しい即席麺と遭遇する「足を使った

出会い」は効率が悪く、せっかく遠方

まで来たのにさしたる収穫もなく、期

待を裏切られることも多かった。

　現在ではインターネットを使って何

処にどんな即席麺が売られているのか

が簡単に分かるようになり、自宅に居

ながらにして買うことも普通にでき、

事実私もよく利用している。しかしか

つての熱狂を思い出すと少し寂しさを

感じることもある。

エースコック
カレーヌードルイトメン（兵庫県）

チャンポンめん
ヱスビー食品
ホンコンやきそば

寿がきや食品（愛知県）
本店の味

東洋水産
ダブルラーメン

小笠原製粉（愛知県）
キリンラーメン

東洋水産
マルちゃんやきそば弁当

信陽食品（長野県）
ポンちゃんラーメン

エースコック
大吉  焼豚しょうゆ

テーブルマーク
ホームラン軒　信州みそ仕立て

サンヨー食品
アラビヤン焼そば

東洋水産
マルちゃんハイラーメン

1973年の発売。初めてのカレー味カップ麺。
姉妹品の「シュリンプヌードル」とともに最初は
全国販売されていたが、現在は東北限定となっ
ている。色使いは派手になったものの、昭和っ
ぽい雲のような模様は当時のままである。

1963年の発売。太麺と海鮮豚骨味が特徴の
長崎ちゃんぽんとは全く違い、透明感のある琥
珀色のあっさりしたスープ。乾燥した海老と椎
茸が入っており、独特な香ばしさが特徴的。

1964の発売。北海道のソウルフードと呼ばれ
るほど根強い支持がある。はじめから麺に味が
付けられているのが特徴で、炒める途中でソー
スを混ぜる必要がない。

1970年の発売当初から「メンマ」が付いている
のが特徴。後日コーンも付属するようになった。
スープは粉末でシンプルな醤油味だが、メンマ
の香りが結構強くて癖になる味。

1964年登場。1袋に2食分が入っているのは九
州の棒状ラーメン以外では極めて珍しい形態。
麺とスープがそれぞれ2個ずつ入っており、大盛
りにしたり二人で食べたりできる。

1965年発売。西三河地方でのソウルフード。キ
リンの首のように長く愛される味を目指して命
名された。1995年にいったん製造を中止する
が、復活を望む地元の声に応えて2005年に復
活。この時から豆乳入りの麵となり、今では多
くのバリエーションを持つようになった。

1975年の登場。麺を湯戻しした残り湯を利用
して作る粉末スープが付いているのが特徴。現
在は味付けや量でたくさんのバリエーションが
ある。

1964年の発売。袋およびカップ版でそれぞれ
しょうゆ味とみそ味がある。古き良き時代の即
席ラーメンという風情を保っており、たぬきのイ
ラストが発売時期を感じさせる。

1978年に発売され、当初は全国発売されてい
た製品。こぶたの神様が描かれたおみくじが入
っているのが特徴で、運が良ければ景品（現在
は図書券）が当たる。

発売時期は不明だが、カネボウフーズ時代の
2000年頃には存在していた。信州みそを使っ
たスープに野沢菜が入っている。メーカーのウェ
ブサイトにも情報が載っていない隠れた逸品。

当初は全国販売だったが、その後後継製品が
発売されて千葉県と南茨城のみで細 と々販売
を継続。長い間幻の製品となっていたものが近
年人気の高まりを受けて全国販売に復活した。

1962年発売。シンプルなパッケージでマルちゃ
んの顔マークを初めて使用した製品。当初は全
国販売されていたものの現在では静岡県での
み店頭販売をしている。

東北

近畿、
四国と九州
の一部

北海道
など

愛知
など 北海道愛知

など

北海道長野
など 北海道長野

全国
かつては
千葉限定静岡
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塗り替えをして感動し、喜ぶお客様の顔を
直接見たい、という思いが強くあります。
来店型の店舗をつくり、元請けを増やして、
地域に密着した経営を続けたいですね。

　青森県の南東部に位置し、全国屈指
の港町と北東北随一の工業都市という
2つの顔をもつ八戸市。近世は八戸藩
の城下町として栄え、2017（平成
29）年には特例市から中核市へ移行
し、県内1位の人口密度を誇る都市と
して発展を続けています。
　　　　＊　　　　　　　＊
　その八戸市に本社のある株式会社佐 
々木商会をお訪ねし、代表取締役の佐 
々木康之さんにお話をうかがいました。
■創業はいつでしょうか？
●1951（昭和26）年から塗料販売店
を経営していた私の父親が、塗装工事
分野を独立させ、1953年に創業した
のが当社です。2代目社長として私が
就任したのが1991年。31歳のとき
です。
■このコーナーで12年前に御社を紹
介させていただきました。
●その直後の2006年1月に、当社の
一部門だった住宅リフォーム事業部
を、株式会社ササキハウジングカンパ
ニーとして分社化しました。元請けを
増やしたいので、2000年にその事業
部を設けたのですが、売上が順調に伸
び、社員も増える一方で、社員間のコ

ミュニケーションがとりづらくなり、
新会社設立に踏み切りました。しかし、
いちばんの理由は、来店型の店舗をつ
くりたかったという思いですね。
■それはなぜでしょうか？
●元請け化をはかり、一般のお客様の
戸建住宅や店舗、アパートやマンショ
ンなどの塗り替え塗装の仕事を増やす
のが目的です。そのためにはまずお客
様に自然に寄っていただく環境が必要
です。当社もいずれは来店型の塗装専
門のショップにしたいと考えています。

■数年前にホームページも開設されて
いますが……。
●ウェブ経由で当社を知り、問い合わ
せをされるお客様も増えました。いま
の時代、一般ユーザーと深いつながり
を築くことはとても大切です。建物の
塗り替えをしてお客様に喜んでいただ
き、直接その笑顔を見るのは、仕事の
大きなモチベーションになります。
■そのことが経営理念にもつながるの
でしょうか？

●私にとって会社経営は、以前は業績
を伸ばし、会社を存続させることでし
た。余裕がなかったのかもしれません
ね。いまは経営理念として「感動品質」
という言葉を掲げ、お客様に喜んでい
ただくことを第一に考えています。そ
れが地域や世の中の役に立つことにつ
ながります。
■そのために力を入れていることがあ
りましたらお聞かせください。
●お客様に喜んでいただくためには、
お客様の事前の期待を超えた仕事を
し、想像していたよりきれいですねと
感動されなければいけません。そのた
めには技術の向上が必要です。当社の
16人の職人全員が一級塗装技能士の
資格を取得しています。また、一級土
木施工管理技士、二級施工管理士もお
り、資格取得には積極的に取り組んで
います。技術だけでなく、マナー面の
向上にも力を入れています。
■マナー向上のために実践されている
ことをお聞かせください。
●毎週月曜日、終業後に時間を設けて、
技術的な勉強に加え、マナーを学ぶた
めの会議をしています。マニュアルも
つくり、“マナー日本一の塗装技術集

団”を目指しています。技術と人間性
でお客様に感心され、社員にこの職種
を選んでよかったと、生き甲斐をもっ
てもらいたいと思います。

■主な業務内容をお聞かせください。
●売上でいいますと、9割以上が塗装
工事になります。その他は防水工事。リ
フォーム工事も若干手がけています。
■これから伸ばしたい分野をお聞かせ
ください。
●外壁から床、屋根まで、すべての分
野を伸ばしたいですね。とくに広めた
いのは壁の断熱です。屋根用遮熱塗料

はよく出ますが、北国は遮熱効果の必
要な時期が短く、むしろ壁断熱のニー
ズが強くなると思います。
■やはり機能性塗料のニーズがあるの
でしょうか？
●付加価値塗料についての要望は、こ
の地域ではまだ多くはありません。青
森は県民所得が低いこともあり、長く
持たせたいという要求が強いですね。
品質が高いものでも、ライフサイクル
コストの効率を重視する傾向にありま
す。当社もランニングコストは常に意
識しています。
■ニットクとのお付き合いはいつごろ
からでしょうか？
●1986年ごろの壁面防水化粧材「ハ
イプルーフ」からだと思います。いま
は塗り床材はすべてニットクさんの材
料を使っています。建築塗膜防水材
「プルーフロン」でもお世話になって
います。「ビチューロンシルバー」や
「マッキンレー」のような屋根材は他
社にない製品で、もっと提案していき
たいですね。
■東北ニットク・アメニティシステム
会の会長としての抱負をお聞かせくだ

さい。
●会員の皆様のプラスになる活動をし
ていきたいですね。具体的には、一般
のお客様に会員であれば安心だと思わ
れるように、会の知名度を上げたいと
思います。また、東北地区での職人の
融通や情報交換も積極的に行ないたい
ですね。地域によってニーズは異なり
ますから、活発に意見交換しながら、会
員からの改善要望を反映させたさまざ
まなクローズド製品の開発につなげら
れればうれしく思います。
■将来ビジョンをお聞かせください。
●社員一人ひとりが責任をもち、自分
の会社だという意識をもって能動的に
動けるような体制にしたいですね。
徐々に変わってきている気はします。
■趣味をお聞かせください。
●ゴルフは好きで続けています。最近
はギターを弾いています。アコーステ
ィックですね。若いころはブルースや
ロックでしたが、いまは拓郎や陽水な
どのフォークソングです。1時間ほど
演奏するとすっきりします。グループ
会社でバンドを組み、素人ながらお客
様を集めてライブも開いています。
■本日はどうもありがとうございました。

得 　 　 意 　 　 先 　 　 を 　 　 訪 　 　 ね 　 　 て………………………………………………………………………………【青森・八戸市】

株式会社佐々木商会

P R O F I L E
■株式会社 佐々木商会
　（東北ニットク・アメニティシステム会会員）

●創業／1953（昭和28）年6月
●資本金／1,000万円
●代表者／代表取締役　佐々木康之
●所在地／〒031-0072
　青森県八戸市城下3-9-10
　電話（0178）43-2632
　FAX（0178）45-9040
●事業内容／塗装、吹付、コーキング及び防
水の各工事、建物リフォーム工事
●従業員数／25名

お客様の笑顔を見るのが
いちばんの喜び

◀縄文時代から現代まで
の陶磁器を総合的に展
示する「愛知県陶磁美
術館」。敷地内の「陶
芸館」では作陶の体験
もできる。

▲本社社屋。

代表取締役 佐々木康之

社員一人ひとりが
能動的に動ける会社に

2011年にオープンした新たな観光拠点、八戸ポータル
ミュージアム「はっち」。シアターやギャラリーのほか、
カフェなどもある総合文化施設で、多くの人で賑わう。

全国的にも珍しい、市が運営する書店「八戸
ブックセンター」。飲み物を手にしながら閲覧
でき、市民のくつろぎの場にもなっている。

南部一之宮として多くの信仰を集めてきた
「櫛
くし

引
ひき

八幡宮」。5棟の社殿が重要文化財に指定
され、国宝の甲冑なども一般公開されている。

◀三陸復興国立公園内、国指
定名勝「種

たね

差
さし

海岸」の海岸
線にある「大須賀海岸」。
「鳴砂」の浜としても知ら
れる。

▲史跡「根
ね

城
じょう

」にある、復原され
た主殿。南部師

もろ

行
ゆき

が1334
（建武元）年に築城して以来、
約300年間八戸地方の中心
として栄えた。国指定史跡で、
日本百名城にも選ばれている。

きれいに整頓された
倉庫。「いま、倉庫の
整理整頓、定位置、定
量、定品という『3S 
3T』を進めていま
す」（佐々木社長）。

㈱ササキハウジングカンパニー
八戸東店。大通りに面している
ため気軽に立ち寄れる。2階の
ショールームにはさまざまな建
材のほか、施工事例やお客様の
声が展示・紹介されている。
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いろいろなものを組み合わせれば
分野を広げられるのが塗料業界だと思います。
当社は本年90周年を迎えます。これを機に、
時代のニーズに合うものを積極的に取り入れながら、
少しでも事業を拡張していきたいですね。
代表取締役会長 藤本幸造

　四国の中西部に位置する高知市。江
戸時代は土佐藩の城下町として、近代
は四国の太平洋側の中心都市として発
展してきました。坂本龍馬が生まれ育
った町としても知られ、記念館など、ゆ
かりの地や関連施設が多くあります。
　　　　＊　　　　　　　＊
　その高知市に本社があり、本年創業
90周年を迎えられる藤本塗料興業株
式会社をお訪ねし、代表取締役会長の
藤本幸造さんにお話をうかがいました。
■創業はいつでしょうか？
●1928（昭和3）年です。農家の次男
だった創業者（私の父）が新しい事業
を求めて大正末期の商都大阪で2～3
年勉強をして高知に戻って昭和3年創
業しました。まだ塗料自体が一般にほ
とんど知られていない時代で、新しい
事業でした。
　当時、創業地の高知県須崎市で塗料
を扱う店は1軒だけでしたが、いまの
ような需要はなく、販売から工事まで
引き受け、徐々に地域で認められてい
ったようです。
■戦後の御社の伸張のきっかけをお聞
かせください。
●戦中から終戦までは塗料は軍需品で
一般には手に入らない時期が続きまし
た。戦後、朝鮮戦争から1964年の東

京オリンピックにかけて日本経済が成
長の時代に入り、当社も伸長しました。
1950年には、高知市内のはりまや町
に本社店舗を構え、1952年に法人設
立をしました。業績が伸びた契機のひ
とつが、1951年にニットクさんが開
発されたセメント瓦用塗料「スレコー
ト」でした。

■その背景には、やはり戦後復興があ
ったのでしょうか？
●太平洋戦争の末期、B29の空爆で日
本全土が焼土と化した跡に日本全土が
第1次建築ブームで、学校などの大き
な木造建築が次々と建設されました。
その屋根がスレートでした。10トンく
らいの旧国鉄の貨車で「スレコート」
を毎月入荷した記憶があります。
　1956年に発足したニットクさん
の「中四国日特会」にも当初に入会し
たと思います。久留米で第1回目の日
特会があり、先代の薦めで出席した後
で妻と九州を回って“新婚旅行”をし
たことを覚えています（笑）。
　また、高知は漁業も盛んですので、漁
船用の塗料や大阪がよいの木造機帆船
の塗料もよく売れました。それまでは
旧海軍の軍艦専用であった髙田船底塗

料が毎月貨車数台分入荷し、よく売れ
ました。その後船舶自体が木造から
FRP化したのでFRP船建造用の資材
や塗料を扱っています。
■その後、事業所や倉庫を拡充されま
すが……。
●1972～73年の第1次オイルショ
ックの後、本社と萩町倉庫調色センタ
ーを新築建設し、1979年初めて創業
50周年を祝いました。
■防水材を扱われるようになったのは
いつごろでしょうか？
●戦後、第1次木造建築ブームの時代
が終わり1965年頃、第2次建築ブー
ムは軽量鉄骨建築が主流となり、防水
材の需要が増えた東京オリンピック前
後です。この時もニットクさんに建築
塗膜防水材「プルーフロン」やFRP防
水材「タフシール」などを製品化して
いただきました。大規模建物のほとん
どがRCやSRC造となった現在でも良
く使われています。
■社長ご就任はいつでしょうか？
●先代が50年にわたる創業時代を終
え、隠居したいとの意を固め、長男の
私が引き継いだのは1973年。第1次
オイルショックの時期でした。石油製
品は高値でも飛ぶように売れました
が、当社は無理な値段では販売しませ
んでした。そのことがのちにお客様か

ら評価され、信用を得ることにつなが
ったようです。消防法改正で危険物倉
庫の設置が必要になり、1971年に市
内の萩町に土地を購入し、場所を確保
しておいたことが幸いしました。
■1978年に創業50周年を迎えられ、
全国展開も進められていますが……。
●その萩町に倉庫を建てたのが1975
年。創業50周年には本社社屋を新築
しました。そ
の後1983年
に松山営業所
を、1995（平
成７）年には
神奈川県川崎
市に関東営業
所を建設しました。
■現在の業容をお聞かせください。
●販売量としては建築関係が全体の7
割を占めています。そのうち塗料が3
分の2、防水材とシーリング材が3分
の1ですね。残りの3割が船舶用の
FRPや工業用塗料、車輌用塗料と印刷
インキになります。
■これからはどのようなことが塗料業
界へ要望されるとお考えでしょうか？
●新しい塗料が次々と開発され、高品
質になりました。白亜鉛の堅練ペイン
トをすり鉢で練って調合した昔とは違

います。ただ、優れた製品でも、時間
がたてば劣化や汚れが出ます。今後は
改修やリフォームや環境対応や環境美
化のニーズへの対応が重要になると思
います。

■どのように会社を発展させていきた
いとお考えでしょうか？
●防災用品やBCPに興味があります。
1つの業種で進化することは難しいの
で、時代に合った商品を取り入れ、取
扱い分野を少しでも拡げていきたいと
思います。そのためにも、社員個人個人
が新しい物事に挑戦できる最小限の体
制で取り組んでいます。本年迎える創

業90周年を
機にいっそう
力を入れたい
ですね。90周
年の行事を済
ませたら、経
営は2011年
に社長に就い
た３代目に譲
りたいと思っ
ています。

■大きな行事があるのでしょうか？

●松山営業所の耐震改築です。本年の
秋の竣工を予定しています。5階建の
ビルですが、私の思いが詰まっていま
す。内部の使い勝手にこだわりました
し、それが外観にも現れて形も良くな
ったと自負しています。
■ご自身の将来ビジョンをお聞かせく
ださい。
●86歳になったばかりですが、取り
組みたいことはたくさんあります。全
国の観光地を自由に旅行したいです
ね。ゴルフにも精進したいですね。
■趣味もやはりゴルフでしょうか？
●ゴルフは精神の集中です。今迄それ
が出来ていなかった。実は日特会で行
ったのが初めてで、50年前、先輩役員
の方々と過ごした高松市志度カントリ
ークラブの思い出は忘れません。また、
自宅の裏山にある果樹園での果物栽培
も大きな楽しみの一つです。
■本日はどうもありがとうございました。

得 　 　 意 　 　 先 　 　 を 　 　 訪 　 　 ね 　 　 て……………………………………………………………………………………………【高知市】

藤本塗料興業株式会社

P R O F I L E
■藤本塗料興業株式会社
　（中四国日特会会員
　  四国ニットク・アメニティシステム会会員）

●創業／1928（昭和3）年5月
●設立／1952（昭和27）年1月
●資本金／1,800万円
●代表者／代表取締役会長　藤本幸造
　　　　　代表取締役社長　藤本早智
●本社所在地／〒780-8010
　高知市桟橋通3丁目25-30
　電話（088）833-1181
　FAX（088）833-1198
　HP：http://www.fujimototoryo.jp/
　e-mail：fjmtoryo@fujimototoryo.jp 
●事業所／本社倉庫調色センター、須崎営業
所、松山営業所、関東営業所

●事業内容／各種塗料、建築用防水・シーリ
ング材、ガラス繊維強化プラスチック資材、
CFRP（炭素繊維強化プラスチック）資材、
防音防振断熱材、各種印刷用インキ及び溶
剤、接着剤、工業薬品・各種副資材・関連機
器、設備販売並びに関連工事請負

●従業員数／35名

創業90周年を機に

建築用塗料と船舶用塗料で
時代のニーズに応える

月見の名所として知られ、「よさこい節」に
も歌われた「桂

かつら

浜
はま

」（上）。浜の小高い丘の上
には、1928年に建てられた高さ5.3ｍ（台座
を含めた総高は13.5ｍ）の坂本龍馬の銅像
がある（右）。

◀桟橋通りにある本社
の社員の皆様。

国の史跡「高知城」の追
おう

手
て

門
もん

。奥に見える天守を含
め、15棟が国の重要文化財に指定されている。江
戸時代初期に、土佐藩初代藩主・山内一

かつ

豊
とよ

が礎を築
いた城で、本丸が完全な状態で残る唯一の城。

土佐の民謡「よさこい節」で知られる、高知
市の中心部にある「はりまや橋」。現在の朱
色の欄干の橋は1998年に復元されたもの
で、一帯は公園として整備されている。

敷地2,700㎡の倉庫（上）
と、本社社屋（下）。本社事
務所は以前は市街のはり
まや町にあったが、1967
年に現地に移り、創業50
周年を機に新築された。▲社員の皆様。市内萩町にある倉庫前で。会長の隣が3代

目の藤本早智社長。

▲2011年に3代目に就任さ
れた藤本早智社長。

▲関東営業所外観。

▲須崎営業所外観。

▲松山営業所外観。
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　宮崎県北部に位置し、多くの河川が
市内を流れることから“水郷”と呼ば
れる延岡市。江戸時代には、延岡藩の
城下町として、大正時代以降は、旭化
成を中心とする県内屈指の工業都市と
して発展してきました。
　　　　＊　　　　　　　＊
　その延岡市に本社のある株式会社旭
工舎をお訪ねし、代表取締役の牧浩士
さんと、取締役会長の岡田光直さんに
お話をうかがいました。
■創業はいつでしょうか？
●牧社長：1946（昭和21）年8月1日
に、初代社長である私の父親が個人事
業として創業しました。現会長を引き
継ぎ、私が3代目社長に就任したのは
2008（平成20）年4月1日。49歳の
ときです。
●岡田会長：初代社長は私の義理の兄
にあたります。その初代社長の勧めも
あり、株式会社西井塗料産業（現株式
会社ニシイ）小倉支店に勤めたあと延
岡に戻り、1963年の8月に入社しま
した。その後、1975年10月から、現
社長に替わるまで2代目社長を務めま

した。
■社名の由来をお聞かせください。
●岡田会長：旭化成株式会社の協力会
社ということで、創業時に「旭」を冠し
たのだと思います。創業2年後の
1948年には九州電力株式会社の仕
事も請けるようになり、建築塗装を手
がけるようになりました。

■いまも企業からの受注が多いのでし
ょうか？
●岡田会長：旭化成さん、九州電力さ
んをはじめとした民間企業と官公庁が
多いですね。塗装と防水が中心です。塗
装の8割近くが鉄骨関係です。一般建
築は外壁、屋根の塗装から、スラブ打
ちの建屋のベランダ防水ですね。
●牧社長：企業の鉄骨関係を塗装する
ようになったのは岡田社長の時代から
です。官公庁からも受注しますが、仕
事量が全体的に減少しているのが実状
です。入札制度が変わって価格競争に
なり、受注も厳しく、えり好みできな

い状態ですね。
■建物の鉄部でしょうか？
●岡田会長：工場内プラント設備や送
電鉄塔、変電所の変圧器の塗装工事が
中心で、特殊な技術が必要になる分野
ですね。
●牧社長：発電所の水圧鉄管や水力発
電所の水門などのメンテナンスも行な
います。官公庁の仕事は主に橋梁塗装
ですね。
●岡田会長：建築塗装は多くはなかっ
たのですが、ニットクさんの壁面防水
化粧材「ハイプルーフ」が開発されて
からは建物の外壁を多数施工しまし
た。塗料の質が高く、お客様にも喜ば
れて、九州電力さんの6カ所の発電所
にも採用されました。
■ニットクとのお付き合いはいつごろ
からでしょうか？
●岡田会長：私が入社したころからお
付き合いしていたと思います。ハイプ
ルーフ会には、1984年の発足当初か
ら会員になり、現在まで南九州支部の
支部長を務めています。

●牧社長：いまは防水材と屋根材でお
世話になっています。屋根用遮熱塗料
「パラサーモ」は、主に一般の住宅に採
用しています。
■塗料のニーズはどのように変わった
とお考えでしょうか？
●岡田会長：塗料自体が変わりました
ね。当初は防食のために鉛丹塗料を使
っていたのですが、乾きが遅く、苦労
しました。塗装後にゴミやホコリがつ
いたり、とくに冬場は工期を守るのに
苦労しました。そのうちにフェノール
樹脂塗料やエポキシ樹脂塗料などを使
用するようになり、いまはほとんどフ
ッ素樹脂塗料になりました。
●牧社長：ただ、サビ止めのための顔

料に鉛を使っていたため、当時の鉛丹
塗料がいま問題になっています。その
鉛の含有を2020年までに全廃する方
向ですが、下地から完全にはがれない
で付着しているため、処理にかなり費
用がかかります。

■環境に対する意識が高くなってきた
のでしょうか？
●牧社長：3年ほど前から、塗装現場
においても環境問題に対して敏感にな
っていると思います。とくに、旧塗膜
に含まれているアスベストや鉛がクロ
ーズアップされ、その対策も必要にな
ってきました。我々施工業者だけでな
く、発注者である官公庁の方々にもご
理解いただくために、関係者の皆様を
招き、講習会を開いています。
●岡田会長：すべての分野で環境問題
に取り組まなければならないと思いま
す。当社も、2011年に環境マネジメ
ントシステムISO14001の認証を取

得しました。同時に「環境方針」を設定
し、環境汚染の予防をはじめとした環
境維持活動を推進しています。
■これからの会社のイメージをお聞か
せください。
●牧社長：宮崎県の北部はもともと仕
事が少ないうえに、官公庁関係は価格
競争が激しくなりました。人を雇うの
も育成するのもお金がかかりますが、
少しでも単価を上げる努力をして、人
材を確保していきたいと思います。人
材不足や工事の質の低下につながりま
すので、長い目で見ていかないといけ
ないと感じています。
■趣味をお聞かせください。
●岡田会長：ゴルフです。40年以上続
けています。私が会長を務めるニット
ク・アメニティシステム会南九州地区
の会合は、毎年霧島で開きますが、必
ずゴルフを楽しんでいます。
●牧社長：釣りです。30代のころから
海に出ていますから、もう長いですね。
昔は磯釣りもしましたが、いまは北浦
方面に、仲間と1艘借り切って船で出
ています。シーズン中は毎週行きます。
良好な漁場で有名で、釣った魚は自分
で捌いて食べます。
■本日はどうもありがとうございました。

得 　 　 意 　 　 先 　 　 を 　 　 訪 　 　 ね 　 　 て……………………………………………………………………………………………【宮崎・延岡市】

株式会社旭工舎

P R O F I L E
■株式会社旭工舎
　（九州ニットク・アメニティシステム会会員）

●創業／1946（昭和21）年8月
●資本金／1,000万円
●代表者／代表取締役　牧 浩士
●本社所在地／〒882-0822
　宮崎県延岡市南町2丁目2－7
　電話（0982）32-6301
　FAX（0982）32-6302
●営業種目／塗装工事、防水工事
●従業員数／15名

五ヶ瀬川にある「畳
たたみ

堤
てい

」。洪水に悩まされた住民が、大正か
ら昭和初期にかけて造ったコンクリート製の堤防で、幅約7
㎝の隙間に畳を差し込み、越水を防いだ。他に岐阜・長良川、
兵庫・揖

い

保
ぼ

川に存在するが、五ヶ瀬川の畳堤が最古といわれ
ている。扇形のデザインは構造力学的にも優れ、趣きもある。

「高千穂神社」の神楽殿で執り行
なわれる「夜神楽」（上）。高千穂
へは延岡市街から車で約1時間。
高千穂峡のほか、「天

あま

岩
のい

戸
わと

神社」
（右）などがあり、神話の世界
に触れることができる。

本社事務所。

アスベスト対策や鉛の問題など、
解決すべき問題が山積しています。
環境を常に意識し、その対応に
力を入れていきたいですね。
代表取締役 牧 浩士 取締役会長 岡田光直

昔と比べ、塗料の質は、
格段に上がりました。
これからも塗装技術の向上に努め、
得意分野を伸ばしていきたいですね。

環境対策にはとくに敏感に

鉄骨関連の塗装を中心に

大瀬川に設けられた「鮎やな」。産卵のために川を下る
鮎を、川をせき止め一部に流れ口を作り、「落

おて

簀
す

」と呼
ばれる竹のスノコに落として捕る伝統的な漁法で、“水
郷延岡”の秋の風物詩として知られる。

高橋元
もと

種
たね

が1603（慶長8）年に
築いた「延岡城」の「千人殺しの
石垣」（上）。ある石を外すと一
気に崩れ、1000人を殺すこと
ができるといわれる。右は1993
年に復元された「北大手門」。

本社社屋（左）。表札とともに、ニ
ットク・アメニティシステム会の会
員証も掲げられている。
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■塗料事業本部
●ニットク・アメニティシステム連合会──「平成29年総会を福井・あわら温泉で開催」

　「ニットク・アメニティシステム連合

会」（会員数458社）の平成29年総会が昨

年の11月10日、福井・あわら温泉の「まつ

や千千」で開催されました。

　総会は佐々木副会長の「開会の辞」で

始まり、その後、出席者全員で「ニット

ク・アメニティシステム連合会会員憲章」

の唱和が行なわれました。続いて穂坂会

長の挨拶では、「今日はお忙しい中、ニッ

トク・アメニティシステム連合会の総会

にお越しいただきまして、誠にありがと

うございます。

　衆議院の総選挙は、自由民主党の大勝

利で終わりました。新しい風が吹きかけ

ましたが、『排除』という言葉に、希望の

風は止まってしまいました。我々も、毎

日の積み重ねとなりますが、しっかりと

基盤をもって仕事をすること、言葉を大

切にすることが大事であるという教訓を

得ました。

　日本特殊塗料の中間決算は増収とのこ

とですが、この中にあって、塗料事業に

占めるニットク・アメニティシステム連

合会のウエートが15％近くにまで増えて

きていると聞いています。お互いにウィ

ンウィンで成長していけるということは

誠に素晴らしく、ありがたいことと思い

ます。今後も会員各社とニットクが協力

し、お互いがよい関係で伸びていけるよ

うに、引き続き皆様のご支援とご協力を

賜りますようによろしくお願い申し上げ

ます。皆様のご健勝と会員各社のご発展

を祈念いたします」と述べられました。

　続いて、穂坂会長が議長に選任され、第

1号議案から第４号議案が審議され、承

認・可決されました。

　　　　　＊　　　　　　＊

　なお、第3号議案で承認された平成29年

度の事業計画は以下のとおりです。

①日本特殊塗料のすべての塗料・工法の
採用に取り組んでいきます。
②今年度も引き続き、「遮熱塗料シリー
ズ」「NTサーモバランスNEO1」「シ
ルビアセラティーN」の採用拡大に取
り組みます。
③ニットク・アメニティシステム会各地
区と日本特殊塗料㈱の連携を密にして、
効果的な運用により、顧客のニーズに
より一層応えていきます。
④ニットク・アメニティシステム連合会
ホームページの充実化をはかります。
⑤広告・宣伝活動および官庁、設計事務
所などへのPR活動を推進します。
⑥ニットク・アメニティシステム連合会
理事会を年3回開催し、効率的な会の運
営をはかります。
⑦ニットク・アメニティシステム連合会
ニュースを発行します。
⑧ニットク・アメニティシステム会各地
区の技術委員会、広報委員会、支部会

会議の強化をはかります。
　議案の審議終了後には、総会に先立っ

て開催された合同技術委員会および合同

広報委員会の審議事項が報告されました。

■合同技術委員会
①「シルビアNADフッ素」発売について
報告
②「シルビアセラティーN」関連の開発に
ついて報告
③臨時技術委員会のニットク本社での開
催を決定
■合同広報委員会
①各地区広報委員会の活動内容の報告
②ホームページへの動画掲載などの充実
化
③特定向けカタログ、販促グッズの作成
④設計活動等に関する情報連携
⑤展示会への積極参加
⑥会員数増加に向けたPR活動
⑦ユータックテクノONEの実績づくり
について
　　　　　＊　　　　　　＊

　その後、本年度の優秀会員の表彰が行

なわれました。表彰を受けられたのは以

下の方々です。

■日本特殊塗料㈱社長特別賞（1社）
　新生建工㈱（東海）※10年連続

■ニットク・アメニティシステム連合会
会長賞（4社）
　アサヒカラコン㈱（近畿・北陸）※15年連続

　㈲マエダ化研（近畿・北陸）※12年連続

　㈲有村防水（九州）※9年連続

　㈱星塗装工業（北海道）※3年連続

■日本特殊塗料㈱社長賞（21社）
　㈱昌栄 東京支店（関東・甲信越）

　※17年連続

　㈱オキナワ技研（九州）※17年連続

　アサヒカラコン㈱（近畿・北陸）※15年連続

　九州防水㈱（九州）※13年連続

　㈱ミカド（九州）※13年連続

　㈲マエダ化研（近畿・北陸）※12年連続

　新生建工㈱（東海）※10年連続

　㈲有村防水（九州）※9年連続

　㈱スギモト（九州）※7年連続

　古賀工業㈱（近畿・北陸）※5年連続

　㈱安河内工業（九州）※5年連続

　㈱ナカムラ（関東・甲信越）※4年連続

　小田建塗工業㈱（東海）※4年連続

　㈱星塗装工業（北海道）※3年連続

　㈱ハスナ（関東・甲信越）※2年連続

　㈱タケヤ（東海）※2年連続

　㈱駿河コーポレーション（九州）※2年連続

　㈱マイスター技研（東海）

　川口吹付工業㈱（九州）

　鹿児島ビルド㈲（九州）

　㈱芝原美装工業（九州）

　　　　　＊　　　　　　＊

　表彰に続いて、メーカーを代表し当社

の酒井社長から、「ニットク・アメニティ

システム連合会は『製・販・装』一体の全

国組織であり、ニットクの塗料ビジネス

の根幹をなすものです。ニットク・アメ

ニティシステム連合会がこれだけ長く継

続して発展することができているのも、

会員の皆様のご支援とご協力の賜物と深

く感謝しています。

　ニットク・アメニティシステム連合会

は今年で創立34年になり、おかげさまで

会員数も少しずつ増えています。また、毎

年、多くの会員の皆様に表彰させていた

だいていますが、本当にありがとうござ

います。今後も、ニットクの製品とサー

ビスで皆様に喜んでいただけますように、

そして、会員の皆様とうまく連携して仕

事ができますように、社員一同、一生懸

命頑張ってまいりますのでよろしくお願

いいたします。

　ニットクの概況ですが、中間決算では

計画より若干上ぶれした実績ではありま

したが、先期からは増収減益という厳し

い成績でした。塗料事業に関しましては、

昨年から厳しい状況が続いていまして、

今期も皆さんのご支援ご協力によりまし

て、何とか先期並みの数字を確保させて

いただいている状況です。世間では景気

の持ち直しが続いているという話がでて

いますが、現実はなかなか景気回復を実

感できない状況が続いています。しかし、

そのような環境ではございますが、ニッ

トク・アメニティシステム連合会の皆様

と一緒にチームワーク良く新しい市場や

需要を粘り強く開拓して、数字に結びつ

けていきたいと考えています。

　ニットクは今年、創立88年を迎えまし

たが、88年という末広がりの記念すべき

年に、55年ぶりに、新しい本社社屋を竣

工することができました。新築ではあり

ませんが、内装をリノベーションして、本

社と東京営業所を移転しました。近くに

お越しの際はぜひお立ち寄りください。

　今期も残り５カ月です。厳しい環境下

ではありますが、引き続き皆様のご支援

とご協力を賜りますようによろしくお願

い申し上げます。皆様のますますのご繁

栄とご健勝を祈念いたします」との挨拶

がありました。最後は宮本副会長の閉会

の辞で今回の通常総会を終了しました。

　本年度も「ニットク・アメニティシス

テム連合会」の一層の発展と飛躍が大き

く期待されます。

▲佐々木副会長による開会の辞

▲社長特別賞

▲会長賞

▲社長賞

▲宮本副会長による閉会の辞

▲酒井社長の挨拶

▲会員憲章の唱和

▲総会会場

▲穂坂会長の挨拶
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■自動車製品事業本部

武漢日特固で第2工場を竣工

　2017年で8年目を迎える武漢日特固は、

好調が続く中国自動車産業の波に乗り、

防音材部品サプライヤーとしての新たな

生産工場となる、恵安工場を武漢市東西

湖区に建設しました。そして、すでに7月

からは本格稼働しています。

　恵安工場は長青工場に続く第2工場とし

て、長青工場から直線距離で約2㎞離れた

場所にあります。工場の敷地面積は、約

25,000㎡、建物

面積は、約21,000

㎡と、長青工場

の約2倍の広さ

を有します。

　10月25日に迎

えた開所式は、

政府関係者様、並びに、顧客先である東

風本田様、東風ルノー様はじめ、多数の

サプライヤー

様にご出席い

ただき、武漢

らしく盛大に

そして華やか

に行なわれま

した。

　中国の自動

車市場は世界

一です。そし

て、今後もまだまだ伸びる余地が十分に

あります。私たち武漢日特固もその成長

の波に乗り遅れないよう、長青工場と恵

安工場をフルに活用し、競合サプライヤ

ーに負けない立派な会社に作り上げてい

きたいと思います。

　当社とオートニウム、トヨタ紡織の3社

は、このたび、従来の自動車内装事業に

おける協力関係を強化し、NV評価・解析
※1を行なう合弁会社を設立することに

合意し、合弁契約に調印しました。

　3社は2012年より開始した協力関係の

下、自動車防音部品分野で50年にわたり

音響技術をリードする当社とオートニウ

ム、そして、自動車内装部品をトータル

に開発する世界有数の企業であるトヨタ

紡織がそれぞれの高い技術力を生かして、

さまざまなテーマについて協業を進めて

きました。

　このたびの合意により、3社の協力関係

をさらに発展させる形で新会社を設立す

る予定です。今後は、トヨタ紡織大口工

場の建屋・設備を活用して、トヨタ自動

車をはじめとする自動車関係会社に向け

た内外装システムのNV評価・解析、先行

開発を行ないます。日本特殊塗料は、3社

の専門的な技術開発力を融合することで、

自動車メーカーからの信頼を獲得し、評

価・解析業務を任されるよう協力してい

きます。

※1：「Noise（騒音）、Vibration（振動）」の略称で、
自動車の快適性を測る基準の一つ。

■自動車製品事業本部

「日本特殊塗料、オートニウム、トヨタ紡織」が
合弁会社設立に合意

●お知らせ

本社社屋を竣工、移転しました。

■塗料事業本部

「航空機の塗料と塗装」について塗装技術協会で講演

　2017年9月吉日、日本特殊塗料は新し

い本社社屋を竣工し、移転いたしました。

　移転したのは、東京営業所、塗料事業

本部、海外事業部、業務本部の各部署で

す。ご不明の点は、総務課（代表番号）ま

たは各部署へお問い合わせください。こ

れを機に、ますます皆様の信頼にお応え

できるよう、倍旧の努力をしてまいる所

存でございますので、よろしくお願い申

し上げます。

　所在地は、これまでの王子5丁目から王

子3丁目となりました。開発センターとは

少し離れましたが、王子駅に近づくロケ

ーションです。なお、電話番号の変更は

　9月8日、塗装技術協会主催の「塗装入

門講座」にて、「特別講演・航空機の塗料

と塗装」と題し、立花執行役員が講演し

ました。

　塗装入門講座の特別講演は、定期講演

のプログラムとは異なり、受講者のアン

ケートなどから寄せられた声を基に、毎

回、違ったテーマが企画されています。今

回は、航空機用塗料についてということ

で、特別講演が実現しました。

　内容は、航空機用塗料の変遷や機能、性

能、塗装などを中心とし、デザイン塗装

ありません。

●新本社住所・連絡先
　〒114-8584  東京都北区王子3-23-2
　電話（03）3913-6131
　FAX（03）3913-6183

のプロセスの紹介や、ロケット用塗料、こ

れからの課題などについても触れるなど、

多岐にわたりました。当社でもめったに

実施しない内容であり、貴重な講演とな

りました。受講された皆様にも興味をも

っていただけたのではないかと思います。

▲左より、トヨタ紡織・石井社長、オートニウム・
ヒルツェルCEO、日本特殊塗料・酒井社長

▲講演会場 ▲講演する立花執行役員

▲開所式

▲エントランス ▲開所式

▲開所式での野島会長

▲展示室（1階） ▲サンクンガーデン（中央部吹き抜け）

▲エントランス ▲本社外観

●新本社所在地
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■塗料事業本部

「湘南ひらつかテクノフェア2017」に出展

■塗料事業本部

「ファベックス関西」に出展

　10月26日から28日の3日間、ひらつか

サン・ライフアリーナにて今年で13回目

となる「湘南ひらつかテクノフェア」が

開催されました。毎年湘南地区を中心に

県内から90社あまりの出展企業があり、

業界の枠を超えた情報交流および、最新

技術の体感ができることで毎年反響の高

いイベントです。

　今回のニットクブースでは、シルビア

　10月11日から13日の3日間、インテッ

クス大阪で開催された、国内随一の業務

用食品、食材、機器、容器の総合見本市

である、「ファベックス関西2017・関西デ

ザート・スイーツ＆ベーカリー展」に出

展しました。

　当展示会は食に関する一大イベントで、

今回も来場者数が36,362名と、前年を上

回り大盛況でした。当社は「デザート・ス

UVカットシリコンクリヤーのUVカード

と、営業所内で行なった書類ファイル塗

装の黄変防止試験結果を中心に展示しま

した。また、UVカードの動画も作成し、

シルビアUVカットシリコンクリヤーの

UVカット性能に対して来場者や出展企

業の皆様方から高評価をいただきました。

　「湘南ひらつかテクノフェア」では、弊

社を含め日常生活において間近に触れる

イーツ＆ベーカリー展」でブースを構え、

水性硬質ウレタン系塗り床材「ユータッ

クコンプリートシリーズ」を中心に展示

しました。当社のブースもたくさんの来

訪者でにぎわいました。食品工場床、厨

房床で床材の剥離、汚れ、衛生面で困っ

ている方は多く、さまざまなご相談をい

ただきました。

　ニットクでは、塗り床材の拡販に向け、

ことの少ない製品や、最先端のノウハウ

を体感して、楽しみながら学べることが

できます。来年度も出展を予定していま

すので、ぜひ、ご来場ください。

今後も積極的な出展を予定しています。

ご期待ください。

▲ニットクブース

▲ニットクブース

①一般のブラインドのように窓や壁につ
るすだけですので、施工が簡単です。

②隣室からの通過音の低減効果もありま
す（2～3dBA：ガラス壁の場合）。

③吸音間仕切りとしてもご使用いただけ
ます。

④防炎性試験に合格した「防炎認定品」で
す。
■用途
●カフェ、レストラン、ホテルのロビー
ラウンジ、会議室、応接室、教室、学

　「防音くん」ブランドで展開する建築分
野向けの防音対策商品の中から、防音く
ん「吸音ブラインド」をご紹介します。
　「吸音ブラインド」は室内の反響音をコ
ントロールする“ブラインド”です。音楽
を再生したときに音が割れる、会話をし
にくい、なんとなくざわざわして落ち着
かない──。このような現象が起こる部
屋があります。その原因の多くは、室内
の吸音力不足です。防音くん「吸音ブライ
ンド」は吸音効果により、室内の音の反響
を抑制することで、室内の音環境を大幅
に改善。音楽やテレビを鑑賞する際にも、
臨場感あふれる音響を実現します。また、
隣の部屋からの通過音を低減する効果も
期待できます。
■特長

校、病院など
■荷姿
●スラットサイズ……
　幅100㎜×高さ2000㎜×厚さ5㎜
　（基準1枚あたり）
●製作可能寸法………
　幅300㎜～4000㎜（スラット3～40
枚以上、重なり幅で異なります）

　高さ300㎜～3600㎜（2000㎜以上
はつなぐためジョイントが入ります）

　※オーダーメード品です。

　ニットクでは、DIY商品を扱う部署が
あり、ホームセンターなどのほか、イン
ターネットでも販売しています。

「吸音ブラインド」

▲ニットク新本社・会議室の採用事例

　室内の音が反響して隣の人の声が聞こえづらい、
音楽がきれいに聞こえない、不快な音、迷惑な音な
ど、個人差もありますが、「騒音」は環境問題のうち
苦情件数が最も多い問題で、近隣とのトラブルにな
るケースも増えています。

　日本特殊塗料はこれまで、自動車用防音材のパイオニアとして防音・騒音対策技術を
蓄積してきました。この技術を建築分野に生かした製品が「防音くん」シリーズです。ニ
ットクは、「防音くん」シリーズを通して、快適な住まいづくりに貢献します。

ニ ッ ト ク の
D I Y グ ッ ズ

■ロジェ若松  大規模修繕工事（北海道）
外装用微弾性塗料「シルビアサーフ」、
高弾性外壁防水塗材「ハイプルーフ」上塗り/3,756㎡
建築用塗膜防水材「プルーフロンバリュー」/542㎡
施工/㈱星塗装工業

■サンハイツ南5条  大規模修繕工事（北海道）
外装用微弾性塗料「シルビアサーフ」、
高弾性外壁防水塗材「ハイプルーフ」上塗り/2,170㎡
施工/㈱星塗装工業

■パークヒルズ北広島団地  第2回目大規模修繕工事（北海道）
建築外装用遮熱塗料「シルビアセラティーＮ」/10,874㎡
施工/㈱星塗装工業

■北上市北部学校給食センター  調理場床修繕工事（岩手）
塗り床材「ユータックスーパーＦハード」/248.4㎡
塗り床材「ユータックコンプリートG」/26.2㎡
施工/㈲ヤエトシ

■大仙市戸建住宅  M邸（秋田）
建築外装用塗料「パラサーモシリコン外壁用」/220㎡
建築屋根用塗料「リリーフNADウレタンN」/250㎡
施工/奥羽住宅産業㈱

●お問い合わせ
ニットクDIYショップ

0120-989-445
ニットクDIYショップ
http://www.nittokudiyshop.net/
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■某屋上防水工事（千葉）
建築用塗膜防水材「プルーフロン
バリュー」X-1工法/600㎡
施工/㈲日東レビシオン

■能代市立東雲中学校体育館（秋田）
鋼板屋根用厚膜カラー塗料「マッキンレー」/2.200㎡
施工/滝沢塗装

■独立行政法人国立病院機構富山病院  外来診療棟等建て
替え整備工事（富山）
塗り床材「ユータックコンプリート」CPS-3N、
「ユータックE-40」/420㎡
建設/松井建設㈱
施工/島倉塗装工業㈱、㈲マエダ化研

■某精密機械工場床新設工事（秋田）
塗り床材「ユータックE-30Nローラー用」コーティング工法/1,500㎡
施工/㈲共立塗装

■㈱エヌエスティー新社屋  塗り床工事（静岡）
塗り床材「ユータックE-30N」流し展べ工法/1,093㎡
建設/㈱中村組
施工/日装工業㈱、小田建塗工業㈱

■㈱キューソー流通システム本宮営業所（福島）
建築屋根用遮熱塗料「パラサーモシリコン」/4,200㎡
建設/前田建設工業㈱
施工/㈱ワタナベ建装

■桐蔭学園  屋根改修工事（神奈川）
超速硬化塗膜防水材（スプレータ
イプ）「NTスプレータイプS」NY
工法、
建築用塗膜防水材用上塗り遮熱塗
料「プルーフロンGRトップ遮熱」
/1,300㎡
施工/㈱トラック

■南部酒造（福井）
塗り床材「ユータックコンプリート」CPS-3N/270㎡
施工/㈲マエダ化研

■秋田酒類製造㈱  床改修工事（秋田）
塗り床材「ユータックコンプリート」CPS-3F工法
/300㎡
施工/三建塗装㈱

■ホテルソフィア（静岡）
建築外装用塗料「シルビア1液ハイブリッドセラ」
/2,500㎡
塗り床材「ユータックE-30ECO」防滑仕上げ
/1,100㎡
塗り床材「水性ユータックFT」コーティング防滑
工法/400㎡
施工/㈲戸川塗装工芸

■㈱中川水力（福島）
建築外装用遮熱塗料「パラサーモシリコン外壁用」/1.200㎡
塗り床材「ユータックシリカ遮熱」厚膜防滑工法/1,000㎡
施工/新井田塗装

■秩父国際カントリークラブ  ベランダ防水改修工
事（埼玉）
超速硬化塗膜防水材（スプレータイプ）「NTスプ
レータイプS」機械固定工法 3.0㎜厚、
建築用塗膜防水材用上塗り塗料「プルーフロンGR
トップ」仕上げ NN-SS30G工法/700㎡
施工/㈱日本アステック

■港興産ビル、港興産ビル3号館　屋根改修工事（神奈川）
建築屋根用遮熱塗料「パラサーモN」/1,200㎡
施工/㈱青柳組

■某工場倉庫新設工事（秋田）
塗り床材「ユータックE-30Nローラー用」コーテ
ィング工法/400㎡ 
建設/㈱沢木組
施工/㈱加賀昭塗装

■㈱栗田北陸製作所  塗り床工事（福井）
塗り床材「ユータックE-30N｣/5,000㎡
建設/小倉建設㈱
施工/㈲山本塗装店、アサヒカラコン㈱

■平成28年度福祉の里めざみ  施設改修工事（山形）
建築屋根用遮熱塗料「パラサーモフッ素」/約3,200㎡
建設/樋口建設㈱
施工/㈱建装テクノ

■交通安全施設等整備事業（交付金）横断歩道橋修繕工事（立上がり）
（愛知）
金属面用プライマー「エポラ#2プライマー」、
建築用塗膜防水材「プルーフロンC-200エコNS」、
建築用塗膜防水材用上塗り塗料「プルーフロンGRトップ」/85㎡
施工/㈱佐野塗工店

■新市立高等学校校舎等建築工事（埼玉）
塗り床材「ユータックUグラウンドコート」/1,900㎡
設計/㈱久米設計
建設/川口土木建築工業㈱
施工/三協レジナス㈱

■取方体育館  屋根防水改修工事（埼玉）
超速硬化塗膜防水材（スプレータイプ）
「NTスプレータイプS」機械固定工法 
3.0㎜厚、
建築用塗膜防水材用上塗り塗料「プルー
フロンGRトップ」仕上げ  NN-SS30 
G工法/395㎡
超速硬化塗膜防水材（スプレータイプ）
「NTスプレータイプS」密着立上がり
工法 2.0㎜厚、
建築用塗膜防水材用上塗り塗料「プルー
フロンGRトップ」仕上げ  NN-SS20 
G立上がり工法/75㎡
施工/㈱日本アステック

施工前▶▲施工後

▲施工前

◀
施
工
後

◀
施
工
後

▲施工前
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■豊田市某工場屋根（愛知）
金属面用遮熱プライマー「エポラ#2遮熱プライマー」、
建築屋根用遮熱塗料「パラサーモシリコン」ライトグリーン/3,600㎡
施工/㈱大野工機

■メモワールイナバ（鳥取）
外装用微弾性塗料「シルビアサーフ」大波工法標準仕様
建築外装用塗料「シルビアセラティーＮ」/1,000㎡
施工/㈲鈴木塗工

■積水化学㈱京都技術研究所（京都）
塗り床材「ユータックE-30N」流し展べ防滑工法/300㎡
施工/㈱クレスコ

■㈱ムーンスター（福岡）
建築用塗膜防水材「プルー
フロンアクア」AQ-1WF遮
熱工法/731㎡
施工/九州エポック

■㈱中央電機（兵庫）
塗り床材「ユータッククリーンE」SD-1工法/460㎡
施工/㈲岡本塗装店

■某電子部品工場床新築工事（佐賀）
塗り床材「ユータッククリーンE」コーティング工法/600㎡
建設/㈱北洋建設
施工/大和塗装㈱、シンエイ

■（仮称）刈谷市立特別支援学校建設工事に
伴う既設南、北校舎　屋上防水改修工事
（愛知）
建築用塗膜防水材「プルーフロンバリュ
ー」X-2工法/2,154㎡
建築用塗膜防水材「プルーフロンバリュー
NS」（立上がり）/298.1㎡
設計/㈱加藤建築事務所
建設/サンエイ㈱
施工/新生建工㈱

■Ｉ邸　改修工事（島根）
建築外装用断熱塗料「NTダンネツコート」Ｗ断熱大波工法　遮熱仕様、
建築外装用遮熱塗料「シルビアセラティーＮ」/600㎡
施工/㈲板持塗装店

■ウェルフィ・ローマン㈱　塗り床工事（大阪）
塗り床材「ユータックE-30N」/2,800㎡
施工/古賀工業㈱

■某車両整備工場床新築工事（福岡）
塗り床材「ユータッククRマイルド」コーティング工法/500㎡
施工/従業員塗装

■ダイソー伊川谷店（兵庫）
建築用塗膜防水材「プルーフロンエコ」PN-E30G工法
屋上/778㎡
バルコニー/112㎡
施工/オーエム建工㈱

■セントラルビル  屋上防水改修工事（長崎）
建築用塗膜防水材「プルーフロンバリュー」X-1工法/400㎡
施工/㈱ヌリケン・プラス

■四季の味　ちひろ（和歌山）
塗り床材「ユータックコンプリート」
CPM-3N/160㎡
施工/アサヒカラコン（株）

■アコラス中庭外壁改修工事他（三重）
建築外装用塗料「シルビアセラティーＮ」/450㎡
施工/㈲土谷塗装工業所

■某展示場床改修工事（広島）
塗り床材「ユータックE-30N」薄膜流し展べ工法/2,640㎡
施工/ヤマグチ㈲

■ヤマト運輸㈱関西ゲートウェイターミナル新築工事（大阪）
塗り床材「ユータックE-30N」ハード流し展べ工法/28,000㎡
施工/アサヒカラコン㈱

■UR紅梅団地  外壁修繕その他調査工事（福岡）
建築用塗膜防水材「プルーフロンエコDX」PM-D2.0DG/3,400㎡
建築用塗膜防水材「プルーフロンエコDX」PN-D4.5UR/525㎡
施工/日本総合住生活㈱、テシマ工業㈱

■エルヴェール神戸　本山アーバンライフ　大規模修繕工事（兵庫）
外装用微弾性塗料「シルビアサーフ」
建築外装用塗料「シルビアWS-300」/7,000㎡
建築外装用塗料「シルビアノキクリーン/8,000㎡
建築用塗膜防水材「プルーフロン」/750㎡
施工/ニットクメンテ㈱大阪支店

■ホワイトオフィス  外壁改修工事（大分）
建築屋根用遮熱塗料「パラサーモシリコン」/450㎡
建築外装用遮熱塗料「パラサーモシリコン外壁用」/500㎡
施工/㈱有永塗装

■特別養護老人ホーム小松の里  省エネ改修工事（鹿児島）
超速硬化塗膜防水材（スプレータイプ）「NTスプレータイ
プS」ND-SS30S/1,900㎡
建設/中央建設㈱
施工/鹿児島ビルド㈲

■某機械加工工場塗り床改修
工事（愛知）
塗り床材「ユータックE樹脂
モルクリヤー」＋混合硅砂、
塗り床材「ユータック
E-30N」/100㎡
施工/名古屋富士丸㈱ ▲施工前

◀
施
工
後

◀
施
工
後

施
工
前
▼
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表紙イラスト／駒田寿郎

■本　社

■開発本部・
　開発センター

東 京 営 業 所
平 塚 営 業 所
名古屋営業所
大 阪 営 業 所
広 島 営 業 所
福 岡 営 業 所
DIY販 売 部
平 塚 工 場
静 岡 工 場
愛 知 工 場
広 島 工 場
九 州 工 場

〒114－8584  東京都北区王子3－23－2

〒114－0003  東京都北区豊島8－16－15

☎（03）3913－6131　　　●FAX（03）3913－6183

☎（03）5390－0661～6　 ●FAX（03）3914－1085

■塗料事業本部
〒114－8584  東京都北区王子3－23－2
〒254－8503  神奈川県平塚市長瀞１－10
〒472－0006  愛知県知立市山町東並木北12
〒565－0853  大阪府吹田市春日1－4－12
〒739－0025  広島県東広島市西条中央4－3－13
〒849－0112  佐賀県三養基郡みやき町江口4726
〒123－0865  東京都足立区新田2－11－4
〒254－8503  神奈川県平塚市長瀞１－10
〒437－1612  静岡県御前崎市池新田4455
〒472－0006  愛知県知立市山町東並木北12
〒739－0025  広島県東広島市西条中央4－3－13
〒849－0112  佐賀県三養基郡みやき町江口4726

☎（03）3913－6203　　　●FAX（03）3913－6323
☎（0463）23－2135　　　●FAX（0463）23－3739
☎（0566）81－8111　　　●FAX（0566）81－8124
☎（06）6386－8492　　　●FAX（06）6338－3560
☎（082）423－8231　　　●FAX（082）423－8256
☎（0942）89－5766　　　●FAX（0942）89－5762
☎（03）3919－6001　　　●FAX（03）3919－6681
☎（0463）23－2131　　　●FAX（0463）22－6423
☎（0537）86－2491　　　●FAX（0537）86－7835
☎（0566）81－2771　　　●FAX（0566）82－4600
☎（082）423－3171　　　●FAX（082）423－3173
☎（0942）89－5661　　　●FAX（0942）89－5411

■自動車製品事業本部
営 業 統 括 部
東日本第1営業所
東日本第2営業所
中日本営業所
西日本営業所
東九州出張所
平 塚 工 場
静 岡 工 場
愛 知 工 場
広 島 工 場
東 九 州 工 場

〒114－0003  東京都北区豊島8－16－15
〒254－8503  神奈川県平塚市長瀞1－10
〒374－0024  群馬県館林市本町2－5－47 TM21プラザ2階204号
〒472－0006  愛知県知立市山町東並木北12
〒739－0025  広島県東広島市西条中央4－3－13
〒824－0022  福岡県行橋市稲童484－3
〒254－8503  神奈川県平塚市長瀞1－10
〒437－1612  静岡県御前崎市池新田4455
〒472－0006  愛知県知立市山町東並木北12
〒739－0025  広島県東広島市西条中央4－3－13
〒824－0022  福岡県行橋市稲童484－3

☎（03）5390－0663　　　●FAX（03）3914－1085
☎（0463）23－2132　　　●FAX（0463）23－3739
☎（0276）75－1571　　　●FAX（0276）75－1578
☎（0566）81－8112　　　●FAX（0566）82－4600
☎（082）423－3171　　　●FAX（082）423－3173
☎（0930）25－5091　　　●FAX（0930）25－6200
☎（0463）23－2131　　　●FAX（0463）23－3739
☎（0537）86－2491　　　●FAX（0537）86－7835
☎（0566）81－2771　　　●FAX（0566）82－4600
☎（082）423－3171　　　●FAX（082）423－3173
☎（0930）25－5091　　　●FAX（0930）25－6200
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●日本特殊塗料ホームページ　http://www.nttoryo.co.jp/
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